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議会だより

第6回定例会（9月）
議決結果/質疑あれこれ 
決算審査特別委員長報告
議会の動き/議員提出議案
総務建設委員長報告/請願文書表
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編
集
後
記

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ

た
り
、多
く
の
皆
さ
ま
は
不

要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
、

テ
レ
ビ
越
し
に
応
援
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
の
中
で
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、数
々
の
ウ
ル

ト
ラ
Ｃ
を
決
め
て
い
る
体

操
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、内
村

選
手
の
予
選
敗
退
。

「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」
と

は
、ま
さ
に
こ
の
こ
と
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

主
に
令
和
2
年
度
平
群
町
一

般
会
計
決
算
、
各
特
別
会

計
・
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
、2
年
連

続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

町
行
政
の
内
部
努
力
や
、町

民
の
皆
さ
ま
が
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
貢
献
し

て
頂
い
た
賜
で
あ
り
ま
す
。

令
和
2
年
11
月
に
奈
良

県
か
ら
財
政
状
況
の
重
症

警
報
が
発
令
さ
れ
た
平
群

町
は
、今
後
も
財
政
の
ウ
ル

ト
ラ
Ｃ
を
決
め
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。山

本

記
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いっぱい・およいでいる～

　平群町菊美台在住の清水正和さん（68）の作品「いっぱい・およいでいる～」
が、第43回よみうり写真大賞（読売新聞社主催）「マイベストフォト部門第3
期」入選に輝きました。清水さんは2年前に菊美台自治会長を務められ、つい
先日も菊美台集会所で開催された写真展に参加されるなど、日常の地域コミュ
ニティー向上に積極的に取り組まれています。この作品に寄せた清水さんのコ
メントです。

◇　　　◆　　　◇
竜田川まほろば遊歩道の鯉のぼりは、ご年配の方や子供さんが散歩をしな

がら楽しめて、とても心がほっこりする地元平群の大好きな撮影ポイントです。
毎年撮影に訪れていますが、その環境整備にご尽力されている「竜田川まほろ
ば遊歩道」推進の会、主催関係者の皆さまにも感謝しています。
　スナップ写真が好みで日常的な光景を被写体に選んでいます。この作品は夕
陽を背景にシルエットで切り取りました。このように人が写り込むことで、様々
なストーリーが想像できてとても楽しいです。また、近鉄生駒線の車窓からも
鯉のぼりと竜田川とのコラボレーションが楽しめることもあり、今回の入選で
町外や県外の方々に向けた観光情報の発信になればと思っています。

「定年後の趣味として始めて約10年。初めての応募で入選となったこと、自
分の好きな写真が評価されたことはとても嬉しい」と、喜びの声もいただきま
した。　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本 記

お
知
ら
せ

◇
議
会
報
告
会
◇

◇
先
進
地
視
察
◇

の
中
止
に
つ
い
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、中
止
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。



議
員
提
出

議　
　

案

請
願

９月議会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

専
決
処
分　

令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
総
額
は
４
４
０
万
円
。
歳
出

で
は
令
和
３
年
５
月
の
大
雨
に
よ
り

崩
落
し
た
櫟
原
地
区
山
腹
斜
面
の
維

持
補
修
工
事
費
２
０
０
万
円
、
そ
の

他
、
農
地
災
害
復
旧
費
で
被
災
し
た

櫟
原
地
区
農
地
法
面
の
復
旧
に
伴
う

測
量
設
計
委
託
料
60
万
円
、
復
旧
工

事
費
１
８
０
万
円
。
歳
入
で
は
治
山

事
業
負
担
金
60
万
円
、
農
地
災
害
復

旧
費
分
担
金
１
５
０
万
円
、
県
補
助

金
90
万
円
、
治
山
事
業
債
１
４
０
万

円
。

主
な
質
疑

　

質
問　

山
腹
、
斜
面
の
維
持
補
修

工
事
は
大
雨
が
原
因
と
い
う
こ
と
な

ら
災
害
復
旧
費
の
対
象
と
な
る
の
で

は
。

　

質
問　

山
腹
崩
壊
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
治
山
事
業
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
今
回
、
保
護
す
べ
き
施
設
が
山

腹
の
下
の
町
道
の
み
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
県
の
採
択
基
準
の
中
で
県
補

助
は
つ
か
な
い
。
し
か
し
地
方
債
事

業
と
し
て
は
採
択
が
可
能
。

　

質
問　

こ
の
起
債
の
交
付
税
算
入

は
あ
る
の
か
。

　

質
問　

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
債
が
充
当
し
、
交
付
税
算
入
率

は
、
元
利
償
還
金
に
対
し
て
70
％
と

な
る
。

財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方
財
政
法
の

規
定
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
決
算
余

剰
金
に
つ
い
て
、
２
分
の
１
を
下
ら

な
い
額
を
翌
年
度
の
歳
入
に
編
入
し

な
い
で
積
立
て
る
規
定
を
追
加
す
る

も
の
。

主
な
質
疑

　

質
問　

こ
れ
ま
で
な
ぜ
条
例
化
し

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

答
弁　

奈
良
県
と
の
財
政
状
況
の

重
症
警
報
に
伴
う
合
同
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
剰
余
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
条
例
化
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度
の
税
制

改
正
に
か
か
る
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正
。

①
「
個
人
町
民
税
均
等
割
・
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
」
の
判
定
に
用
い

る
「
扶
養
親
族
」
の
範
囲
を
扶
養
控

除
の
取
扱
い
と
同
様
と
す
る
。

②
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を

支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特

例
に
つ
い
て
５
年
間
延
長
し
令
和
９

年
度
ま
で
と
す
る
。

主
な
質
疑

質
問　
　

①
の
控
除
の
ほ
う
で
対
象

者
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
か
ら
30
歳

以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居
住
者
を
除

く
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
国
内
は
既
に

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
　

今
年
度
、
対
象
者
は
い
な

い
。
ま
た
、
扶
養
親
族
の
件
は
国
外

居
住
者
に
限
っ
て
の
こ
と
で
、
国
内

に
つ
い
て
は
扶
養
親
族
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

事
業
者
等
の
業
務
負
担
軽
減
等
を
図

る
観
点
か
ら
、
書
面
で
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
電
磁
的

記
録
に
よ
る
対
応
も
可
能
と
す
る
規

定
を
追
加
す
る
も
の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に

関
す
る
基
準
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
保
護
者
の
利
便

性
向
上
や
保
育
所
等
の
業
務
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
手
続
等
で
書
面
等

に
よ
る
こ
と
が
規
定
ま
た
は
想
定
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
電
磁
的

方
法
に
よ
る
対
応
も
可
能
と
す
る
包

括
的
な
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
人
件
費
の

調
整
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
更

新
に
係
る
準
備
費
、
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
策
定
委
託
、
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
委
託
、
小
中
学
校

修
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ
ル
対
応
、
福

貴
（
中
学
校
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地

返
還
に
係
る
工
事
費
、
国
保
会
計
及

び
介
護
保
険
会
計
繰
出
金
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
今
年
度
算

定
額
の
確
定
に
伴
う
地
方
特
例
交
付

金
、
普
通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
の
調
整
。
補
助
要
件
の
改
正
に

伴
う
浄
化
槽
設
置
事
業
費
県
補
助
金

の
増
額
。
令
和
２
年
度
決
算
に
伴
う

前
年
度
繰
越
金
の
増
額
。
雑
入
で
は

過
年
度
収
入
で
令
和
２
年
度
低
所
得

者
保
険
料
軽
減
負
担
金
の
確
定
に
伴

う
国
庫
負
担
金
及
び
県
負
担
金
の
過

年
度
収
入
。

　

歳
入
超
過
分
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
に
よ
り
収

支
の
均
衡
を
図
り
、
そ
の
結
果
３
億

６
６
９
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
は
73
億
４
４
１
３

万
７
千
円
と
な
る
。

次
頁
へ
続
く

第６回定例会　こんなことが決まりました
　

第
６
回
定
例
会
は
９
月
２

日
〜
24
日
ま
で
23
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
22

案
件
と
請
願
１
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
町
長
提
出
の
11
案
件
は

即
決
し
、
昨
年
度
の
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
・
事
業
会

計
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
９
月
７
・
８
日
）

に
、
請
願
は
総
務
建
設
委
員

会
（
９
月
３
日
）
に
付
託
し

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
14
・
15
日
に

行
い
、
10
名
の
議
員
が
様
々

な
町
政
課
題
に
つ
い
て
質

問
・
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
と
総
務
建
設
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
を
う
け

て
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
の
意
見
書
２

件
が
上
程
さ
れ
審
議
・
採
決

し
ま
し
た
。

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度平群町一般会
計補正予算（第３号）について

平群町財政調整基金条例の一部を改正する条例について

平群町税条例の一部を改正する条例について

平群町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について
平群町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和３年度平群町一般会計補正予算（第４号）について

令和３年度平群町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて

令和２年度平群町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和２年度平群町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和２年度平群町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和２年度平群町学校給食費特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和２年度平群町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
令和２年度平群町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和２年度平群町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について
令和２年度平群町用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和２年度平群町水道事業会計決算の認定について

令和２年度王寺周辺広域市町村圏協議会会計歳入歳出決算の
認定について

令和２年度平群町下水道事業会計決算の認定について

「櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審査を求める
意見書」を奈良県知事に提出することを求める請願書
櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審査を求める意
見書（案）
沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の埋め立て
等に使用しないよう求める意見書（案）
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議決結果議　　　　案　　　　名
岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

山
本
隆
史

井
戸
太
郎

稲
月
敏
子

山
口
昌
亮

植
田
い
ず
み

森
田　

勝

山
田
仁
樹

下
中
一
郎

馬
本
隆
夫

窪　

和
子

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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議
員
提
出

議　
　

案

請
願

９月議会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

専
決
処
分　

令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
総
額
は
４
４
０
万
円
。
歳
出

で
は
令
和
３
年
５
月
の
大
雨
に
よ
り

崩
落
し
た
櫟
原
地
区
山
腹
斜
面
の
維

持
補
修
工
事
費
２
０
０
万
円
、
そ
の

他
、
農
地
災
害
復
旧
費
で
被
災
し
た

櫟
原
地
区
農
地
法
面
の
復
旧
に
伴
う

測
量
設
計
委
託
料
60
万
円
、
復
旧
工

事
費
１
８
０
万
円
。
歳
入
で
は
治
山

事
業
負
担
金
60
万
円
、
農
地
災
害
復

旧
費
分
担
金
１
５
０
万
円
、
県
補
助

金
90
万
円
、
治
山
事
業
債
１
４
０
万

円
。

主
な
質
疑

　

質
問　

山
腹
、
斜
面
の
維
持
補
修

工
事
は
大
雨
が
原
因
と
い
う
こ
と
な

ら
災
害
復
旧
費
の
対
象
と
な
る
の
で

は
。

　

質
問　

山
腹
崩
壊
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
治
山
事
業
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
今
回
、
保
護
す
べ
き
施
設
が
山

腹
の
下
の
町
道
の
み
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
県
の
採
択
基
準
の
中
で
県
補

助
は
つ
か
な
い
。
し
か
し
地
方
債
事

業
と
し
て
は
採
択
が
可
能
。

　

質
問　

こ
の
起
債
の
交
付
税
算
入

は
あ
る
の
か
。

　

質
問　

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

事
業
債
が
充
当
し
、
交
付
税
算
入
率

は
、
元
利
償
還
金
に
対
し
て
70
％
と

な
る
。

財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方
財
政
法
の

規
定
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
決
算
余

剰
金
に
つ
い
て
、
２
分
の
１
を
下
ら

な
い
額
を
翌
年
度
の
歳
入
に
編
入
し

な
い
で
積
立
て
る
規
定
を
追
加
す
る

も
の
。

主
な
質
疑

　

質
問　

こ
れ
ま
で
な
ぜ
条
例
化
し

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

答
弁　

奈
良
県
と
の
財
政
状
況
の

重
症
警
報
に
伴
う
合
同
勉
強
会
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
剰
余
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
条
例
化
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
度
及
び
３
年
度
の
税
制

改
正
に
か
か
る
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正
。

①
「
個
人
町
民
税
均
等
割
・
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
」
の
判
定
に
用
い

る
「
扶
養
親
族
」
の
範
囲
を
扶
養
控

除
の
取
扱
い
と
同
様
と
す
る
。

②
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を

支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特

例
に
つ
い
て
５
年
間
延
長
し
令
和
９

年
度
ま
で
と
す
る
。

主
な
質
疑

質
問　
　

①
の
控
除
の
ほ
う
で
対
象

者
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
か
ら
30
歳

以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居
住
者
を
除

く
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
国
内
は
既
に

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
　

今
年
度
、
対
象
者
は
い
な

い
。
ま
た
、
扶
養
親
族
の
件
は
国
外

居
住
者
に
限
っ
て
の
こ
と
で
、
国
内

に
つ
い
て
は
扶
養
親
族
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
的
保
育

事
業
者
等
の
業
務
負
担
軽
減
等
を
図

る
観
点
か
ら
、
書
面
で
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
電
磁
的

記
録
に
よ
る
対
応
も
可
能
と
す
る
規

定
を
追
加
す
る
も
の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に

関
す
る
基
準
及
び
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
保
護
者
の
利
便

性
向
上
や
保
育
所
等
の
業
務
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
手
続
等
で
書
面
等

に
よ
る
こ
と
が
規
定
ま
た
は
想
定
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
電
磁
的

方
法
に
よ
る
対
応
も
可
能
と
す
る
包

括
的
な
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
人
件
費
の

調
整
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
更

新
に
係
る
準
備
費
、
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
策
定
委
託
、
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
委
託
、
小
中
学
校

修
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ
ル
対
応
、
福

貴
（
中
学
校
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地

返
還
に
係
る
工
事
費
、
国
保
会
計
及

び
介
護
保
険
会
計
繰
出
金
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
今
年
度
算

定
額
の
確
定
に
伴
う
地
方
特
例
交
付

金
、
普
通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
の
調
整
。
補
助
要
件
の
改
正
に

伴
う
浄
化
槽
設
置
事
業
費
県
補
助
金

の
増
額
。
令
和
２
年
度
決
算
に
伴
う

前
年
度
繰
越
金
の
増
額
。
雑
入
で
は

過
年
度
収
入
で
令
和
２
年
度
低
所
得

者
保
険
料
軽
減
負
担
金
の
確
定
に
伴

う
国
庫
負
担
金
及
び
県
負
担
金
の
過

年
度
収
入
。

　

歳
入
超
過
分
に
つ
い
て
は
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
に
よ
り
収

支
の
均
衡
を
図
り
、
そ
の
結
果
３
億

６
６
９
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
は
73
億
４
４
１
３

万
７
千
円
と
な
る
。

次
頁
へ
続
く

第６回定例会　こんなことが決まりました
　

第
６
回
定
例
会
は
９
月
２

日
〜
24
日
ま
で
23
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
町
長
提
出
の
22

案
件
と
請
願
１
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
町
長
提
出
の
11
案
件
は

即
決
し
、
昨
年
度
の
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
・
事
業
会

計
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
９
月
７
・
８
日
）

に
、
請
願
は
総
務
建
設
委
員

会
（
９
月
３
日
）
に
付
託
し

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
14
・
15
日
に

行
い
、
10
名
の
議
員
が
様
々

な
町
政
課
題
に
つ
い
て
質

問
・
提
言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
と
総
務
建
設
委
員

会
の
審
査
結
果
報
告
を
う
け

て
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
の
意
見
書
２

件
が
上
程
さ
れ
審
議
・
採
決

し
ま
し
た
。

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度平群町一般会
計補正予算（第３号）について

平群町財政調整基金条例の一部を改正する条例について

平群町税条例の一部を改正する条例について

平群町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について
平群町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和３年度平群町一般会計補正予算（第４号）について

令和３年度平群町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて

令和２年度平群町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和２年度平群町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和２年度平群町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和２年度平群町学校給食費特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
令和２年度平群町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
令和２年度平群町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和２年度平群町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について
令和２年度平群町用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和２年度平群町水道事業会計決算の認定について

令和２年度王寺周辺広域市町村圏協議会会計歳入歳出決算の
認定について

令和２年度平群町下水道事業会計決算の認定について

「櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審査を求める
意見書」を奈良県知事に提出することを求める請願書
櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審査を求める意
見書（案）
沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の埋め立て
等に使用しないよう求める意見書（案）

原案承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案承認

原案承認

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

不採択

否決

原案可決
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主
な
質
疑

　

質
問　

教
育
振
興
費
補
助
金
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
中
止

さ
れ
た
場
合
の
予
算
措
置
な
の
か
。

　

答
弁　

旅
行
参
加
者
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
が
出
て
、
そ

れ
を
理
由
に
修
学
旅
行
が
中
止
や
延

期
に
な
っ
た
場
合
に
旅
行
会
社
に
支

払
う
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
補
填
す
る
の

が
保
険
料
で
、
補
正
予
算
額
35
万
７

千
円
。
一
方
、
教
育
振
興
費
補
助
金

は
、
例
え
ば
ク
ラ
ス
に
複
数
の
濃
厚

接
触
者
が
出
て
、
学
校
の
判
断
で
中

止
す
る
場
合
に
発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ

ル
料
に
相
当
す
る
額
を
補
填
す
る
予

算
措
置
。

　

質
問　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

策
定
・
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策

定
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
。

　

答
弁　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

は
平
成
28
年
度
に
策
定
し
て
お
り
、

一
定
期
間
が
経
過
し
、
国
の
策
定
基

準
の
指
針
も
見
直
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
更
に
見
直
し
を
し
て
充
実
を

図
る
も
の
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
個
別
の
施
設
計
画
を
踏
ま
え
、

将
来
の
維
持
管
理
や
更
新
コ
ス
ト
等

を
把
握
す
る
。
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
は
学
校
施
設
の
個
別
計
画
で
あ

り
、
今
後
、
施
設
の
改
修
等
に
係
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
の

策
定
が
必
須
と
な
る
。

　

計
画
期
間
は
平
成
28
年
度
策
定
し

た
総
合
管
理
計
画
の
期
間
を
引
き
継

ぐ
も
の
と
し
、
令
和
18
年
度
ま
で
の

計
画
と
し
て
い
る
。

　

質
問　

今
年
度
普
通
交
付
税
が
２

億
円
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
税
収

が
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
と
、
一
方

で
需
要
額
の
ほ
う
は
そ
の
対
策
も

あ
っ
て
増
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
。
ま
た
平
群
町
の
高
齢
化
、
特
に

75
歳
以
上
が
相
当
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
と
は
思
う

が
、
交
付
税
算
入
で
町
税
収
入
が
ど

れ
く
ら
い
減
る
と
い
う
通
知
が
国
か

ら
き
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

基
準
財
政
収
入
額
の
う
ち

市
町
村
民
税
で
約
１
億
円
減
額
さ
れ

る
も
の
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

個
人
住
民
税
、
法
人
住
民

税
、
固
定
資
産
税
の
当
初
賦
課
決
定

時
の
調
定
額
は
前
年
度
の
令
和
２
年

度
か
ら
比
べ
て
ど
う
か
。

　

答
弁　

個
人
住
民
税
で
は
約
４
３

４
６
万
６
千
円
の
減
、
法
人
住
民
税

は
約
２
２
０
万
６
千
円
の
増
、
固
定

資
産
税
は
約
２
２
２
２
万
４
千
円
の

減
。

　

質
問　

９
月
議
会
が
終
わ
っ
た
時

点
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
出

す
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
か
。

　

答
弁　

歳
入
不
足
が
２
３
０
０
万

円
弱
あ
る
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
の
不
用
額
が
見

込
め
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
が
、
歳

出
の
不
用
額
が
一
定
あ
る
と
い
う
こ

と
を
想
定
す
れ
ば
、
今
年
度
の
実
質

収
支
に
つ
い
て
は
黒
字
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

　

今
現
在
、
緊
急
財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
・
改
定
作
業
等
を
県
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
含
め
な
が
ら
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
一
定
ま
と
ま
り
次
第
、

お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
構
築
に
伴
う
電
算
委
託
料

の
増
額
。
歳
入
で
主
な
も
の
は
、
一

般
会
計
繰
入
金
で
シ
ス
テ
ム
構
築
に

伴
う
職
員
給
与
費
等
繰
入
金
の
増

額
。
89
万
１
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
は
23
億
２
４
０
５
万

１
千
円
と
な
る
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
伴
う
電
算

委
託
料
３
０
９
万
５
千
円
増
額
。
介

護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
で
過
年

度
収
入
及
び
前
年
度
繰
越
金
の
発
生

に
伴
う
積
立
金
２
６
２
２
万
９
千
円

の
増
額
。
ま
た
償
還
金
で
前
年
度
決

算
の
確
定
に
伴
う
国
県
負
担
金
等
に

係
る
償
還
金
６
２
８
万
９
千
円
の
増

額
を
行
う
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

給
付
費
国
庫
負
担
金
及
び
介
護
給
付

費
県
負
担
金
で
前
年
度
決
算
の
確
定

に
伴
う
過
年
度
分
負
担
金
の
増
額

（
国
１
０
３
３
万
１
千
円
、
県
９
４

８
万
６
千
円
）
。
ま
た
、
地
域
公
共

交
通
確
保
事
業
県
補
助
金
（
平
群
町

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
業

務
）
２
４
６
万
６
千
円
。
低
所
得
者

保
険
料
軽
減
繰
入
金
で
前
年
度
決
算

の
確
定
に
伴
う
繰
入
金
の
増
額
。
介

護
保
険
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
伴

う
事
務
費
繰
入
金
の
増
額
を
行
う
。

繰
越
金
で
前
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

う
前
年
度
繰
越
金
１
２
０
５
万
円
の

増
額
を
行
う
。
歳
入
超
過
分
に
つ
い

て
は
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

の
増
額
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図

る
。
そ
の
結
果
、
保
険
事
業
勘
定
で

は
３
４
０
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
20
億
１
４
４

３
万
６
千
円
と
な
る
。

主
な
質
疑

　

質
問　

基
金
へ
の
繰
入
金
２
６
２

２
万
９
千
円
の
内
訳
は
。

　

答
弁　

前
年
度
繰
越
金
１
２
０
５

万
円
、
追
加
交
付
金
２
０
４
６
万
８

千
円
。
償
還
金
が
マ
イ
ナ
ス
６
２
８

万
９
千
円
。

」《
歳
出
全
般
》

　

質
問　

産
休
・
育
休
者
の
内
、保
育

教
諭
の
人
数
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
全
体
で
７
人
、

そ
の
内
、保
育
教
諭
が
６
人
、令
和
３

年
度
９
月
現
在
、保
育
教
諭
は
７
人
休

暇
の
状
態
。

　

質
問　

不
用
額
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

答
弁　

令
和
元
年
度
と
比
べ
令
和

２
年
度
は
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
、会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
り
、人

件
費
の
不
用
額
が
多
か
っ
た
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
医
療
費
や
扶
助

費
の
不
用
額
が
例
年
よ
り
増
加
し
た
。

決
算
の
見
込
み
を
し
っ
か
り
と
立
て
て

予
算
を
積
算
し
て
い
き
た
い
。

《
議
会
費
・
総
務
費
》

　

質
問　

多
く
走
行
す
る
部
署
で

リ
ー
ス
自
動
車
を
使
用
し
、町
所
有
の

自
動
車
を
な
る
べ
く
傷
ま
な
い
、走
行

し
な
い
部
署
で
使
用
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

次
年
度
以
降
、見
直
し
、各

課
連
携
、協
力
し
て
考
え
て
い
き
た

い
。

　

質
問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
件
数
が
大
き
く
伸
び
た
要
因
は
。

　

答
弁　

定
額
給
付
金
へ
の
関
心
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
情
報
取
得
と
考
え

て
い
る
。

　

質
問　

定
住
促
進
奨
励
金
で
、効
果

額
が
５
年
間
で
８
３
０
万
円
、年
間
約

１
６
６
万
円
で
、あ
ま
り
効
果
が
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、今
後
の
定
住

促
進
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。制
度
は
一
旦
終
了
す
る
が
、

今
後
の
人
口
動
態
、住
民
生
活
形
態
を

調
査
分
析
し
、ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整
理

し
て
、個
人
給
付
に
こ
だ
わ
ら
ず
、定

住
促
進
施
策
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

　

質
問　

若
い
世
代
へ
の
家
賃
補
助

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　

奈
良
県
内
他
市
町
村
で
は
、

財
政
事
情
で
制
度
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
が
、様
々
な
視
点
か
ら
検
証
し
て
い

き
た
い
。

　

質
問　

広
報
の
カ
ラ
ー
印
刷
の
回

数
を
減
ら
し
た
理
由
は
。

　

答
弁　

有
料
広
告
収
入
減
少
な
ど

の
影
響
と
財
政
健
全
化
の
た
め
で
、紙

面
の
構
成
の
工
夫
で
努
力
し
た
い
。

　

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
自
治
会
応
援

補
助
金
の
内
容
は
。

　

答
弁　

各
自
治
会
は
、マ
ス
ク
、除

菌
液
、ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
、空
気
清
浄
機
な
ど
を
主
に
購

入
。

　

質
問　

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策

は
。

　

答
弁　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切

り
、マ
ス
ク
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
購

入
し
た
。

　

質
問　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
製
作
枚
数
と
決
算
額
は
。

　

答
弁　

製
作
枚
数
７
０
０
枚
、製
作

委
託
料
74
万
８
０
０
０
円
。８
月
末
現

在
で
２
０
２
枚
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

投
票
所
が
変
わ
っ
て
初
め
て

の
選
挙
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に
す
す

め
る
の
か
。

　

答
弁　

投
票
所
が
削
減
さ
れ
た
一
部

の
地
域
で
、町
バ
ス
や
公
用
車
に
よ
る

午
前
１
回
・
午
後
２
回
の
送
迎
を
考
え

て
い
る
。

《
民
生
費
》

　

質
問　

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
で
、雨
漏

り
工
事
の
進
捗
は
。

　

答
弁　

令
和
３
年
度
に
１
ヶ
所
、４

年
度
に
平
面
の
陸
屋
根
部
分
の
２
階

を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
で
終
了
す

る
。

　

質
問　

障
害
児
施
設
給
付
事
業
で
、

当
初
予
算
と
比
べ
、決
算
の
状
況
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
令
和
元
年

度
よ
り
３２
・９
%
増
加
し
て
い
る
。

　

質
問　

平
群
北
小
学
校
の
学
童
保

育
事
業
で
３
年
連
続
定
員
オ
ー
バ
ー

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、現
状
と
考

え
は
。

　

答
弁　

保
育
室
と
指
導
員
を
増
や

し
対
応
し
て
い
る
。メ
イ
ン
の
保
育
室

２
部
屋
の
他
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

を
活
用
。密
集
す
る
時
間
帯
は
、普
通

教
室
も
活
用
し
て
い
る
。

　

質
問　

こ
ど
も
園
の
直
近
の
待
機

児
童
が
11
人
。ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
で

は
０
歳
児
が
開
所
で
き
な
い
事
態
。ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

保
育
教
諭
の
確
保
が
非
常

に
難
し
い
。年
度
途
中
も
保
育
教
諭
を

募
集
、有
料
広
告
も
出
し
、保
育
教
諭

確
保
に
つ
い
て
最
大
限
努
力
し
て
い

る
。

次
頁
へ
続
く

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

5 令和3年11月1日発行
No.283

4令和3年11月1日発行
No.283

令
和
２
年
度　

各
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

一
般
会
計

一 

般 

会 

計

一
般
会
計



主
な
質
疑

　

質
問　

教
育
振
興
費
補
助
金
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
中
止

さ
れ
た
場
合
の
予
算
措
置
な
の
か
。

　

答
弁　

旅
行
参
加
者
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
が
出
て
、
そ

れ
を
理
由
に
修
学
旅
行
が
中
止
や
延

期
に
な
っ
た
場
合
に
旅
行
会
社
に
支

払
う
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
補
填
す
る
の

が
保
険
料
で
、
補
正
予
算
額
35
万
７

千
円
。
一
方
、
教
育
振
興
費
補
助
金

は
、
例
え
ば
ク
ラ
ス
に
複
数
の
濃
厚

接
触
者
が
出
て
、
学
校
の
判
断
で
中

止
す
る
場
合
に
発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ

ル
料
に
相
当
す
る
額
を
補
填
す
る
予

算
措
置
。

　

質
問　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

策
定
・
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
策

定
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
。

　

答
弁　

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

は
平
成
28
年
度
に
策
定
し
て
お
り
、

一
定
期
間
が
経
過
し
、
国
の
策
定
基

準
の
指
針
も
見
直
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
更
に
見
直
し
を
し
て
充
実
を

図
る
も
の
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
個
別
の
施
設
計
画
を
踏
ま
え
、

将
来
の
維
持
管
理
や
更
新
コ
ス
ト
等

を
把
握
す
る
。
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
は
学
校
施
設
の
個
別
計
画
で
あ

り
、
今
後
、
施
設
の
改
修
等
に
係
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
の

策
定
が
必
須
と
な
る
。

　

計
画
期
間
は
平
成
28
年
度
策
定
し

た
総
合
管
理
計
画
の
期
間
を
引
き
継

ぐ
も
の
と
し
、
令
和
18
年
度
ま
で
の

計
画
と
し
て
い
る
。

　

質
問　

今
年
度
普
通
交
付
税
が
２

億
円
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
税
収

が
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
と
、
一
方

で
需
要
額
の
ほ
う
は
そ
の
対
策
も

あ
っ
て
増
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
。
ま
た
平
群
町
の
高
齢
化
、
特
に

75
歳
以
上
が
相
当
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
と
は
思
う

が
、
交
付
税
算
入
で
町
税
収
入
が
ど

れ
く
ら
い
減
る
と
い
う
通
知
が
国
か

ら
き
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

基
準
財
政
収
入
額
の
う
ち

市
町
村
民
税
で
約
１
億
円
減
額
さ
れ

る
も
の
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

個
人
住
民
税
、
法
人
住
民

税
、
固
定
資
産
税
の
当
初
賦
課
決
定

時
の
調
定
額
は
前
年
度
の
令
和
２
年

度
か
ら
比
べ
て
ど
う
か
。

　

答
弁　

個
人
住
民
税
で
は
約
４
３

４
６
万
６
千
円
の
減
、
法
人
住
民
税

は
約
２
２
０
万
６
千
円
の
増
、
固
定

資
産
税
は
約
２
２
２
２
万
４
千
円
の

減
。

　

質
問　

９
月
議
会
が
終
わ
っ
た
時

点
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
出

す
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
か
。

　

答
弁　

歳
入
不
足
が
２
３
０
０
万

円
弱
あ
る
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
の
不
用
額
が
見

込
め
な
か
っ
た
部
分
が
あ
る
が
、
歳

出
の
不
用
額
が
一
定
あ
る
と
い
う
こ

と
を
想
定
す
れ
ば
、
今
年
度
の
実
質

収
支
に
つ
い
て
は
黒
字
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
。

　

今
現
在
、
緊
急
財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
・
改
定
作
業
等
を
県
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
含
め
な
が
ら
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
一
定
ま
と
ま
り
次
第
、

お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
構
築
に
伴
う
電
算
委
託
料

の
増
額
。
歳
入
で
主
な
も
の
は
、
一

般
会
計
繰
入
金
で
シ
ス
テ
ム
構
築
に

伴
う
職
員
給
与
費
等
繰
入
金
の
増

額
。
89
万
１
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
は
23
億
２
４
０
５
万

１
千
円
と
な
る
。

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
伴
う
電
算

委
託
料
３
０
９
万
５
千
円
増
額
。
介

護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
で
過
年

度
収
入
及
び
前
年
度
繰
越
金
の
発
生

に
伴
う
積
立
金
２
６
２
２
万
９
千
円

の
増
額
。
ま
た
償
還
金
で
前
年
度
決

算
の
確
定
に
伴
う
国
県
負
担
金
等
に

係
る
償
還
金
６
２
８
万
９
千
円
の
増

額
を
行
う
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

給
付
費
国
庫
負
担
金
及
び
介
護
給
付

費
県
負
担
金
で
前
年
度
決
算
の
確
定

に
伴
う
過
年
度
分
負
担
金
の
増
額

（
国
１
０
３
３
万
１
千
円
、
県
９
４

８
万
６
千
円
）
。
ま
た
、
地
域
公
共

交
通
確
保
事
業
県
補
助
金
（
平
群
町

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
業

務
）
２
４
６
万
６
千
円
。
低
所
得
者

保
険
料
軽
減
繰
入
金
で
前
年
度
決
算

の
確
定
に
伴
う
繰
入
金
の
増
額
。
介

護
保
険
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
伴

う
事
務
費
繰
入
金
の
増
額
を
行
う
。

繰
越
金
で
前
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

う
前
年
度
繰
越
金
１
２
０
５
万
円
の

増
額
を
行
う
。
歳
入
超
過
分
に
つ
い

て
は
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

の
増
額
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図

る
。
そ
の
結
果
、
保
険
事
業
勘
定
で

は
３
４
０
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
20
億
１
４
４

３
万
６
千
円
と
な
る
。

主
な
質
疑

　

質
問　

基
金
へ
の
繰
入
金
２
６
２

２
万
９
千
円
の
内
訳
は
。

　

答
弁　

前
年
度
繰
越
金
１
２
０
５

万
円
、
追
加
交
付
金
２
０
４
６
万
８

千
円
。
償
還
金
が
マ
イ
ナ
ス
６
２
８

万
９
千
円
。

」《
歳
出
全
般
》

　

質
問　

産
休
・
育
休
者
の
内
、保
育

教
諭
の
人
数
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
全
体
で
７
人
、

そ
の
内
、保
育
教
諭
が
６
人
、令
和
３

年
度
９
月
現
在
、保
育
教
諭
は
７
人
休

暇
の
状
態
。

　

質
問　

不
用
額
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

答
弁　

令
和
元
年
度
と
比
べ
令
和

２
年
度
は
多
か
っ
た
理
由
と
し
て
、会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
り
、人

件
費
の
不
用
額
が
多
か
っ
た
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
医
療
費
や
扶
助

費
の
不
用
額
が
例
年
よ
り
増
加
し
た
。

決
算
の
見
込
み
を
し
っ
か
り
と
立
て
て

予
算
を
積
算
し
て
い
き
た
い
。

《
議
会
費
・
総
務
費
》

　

質
問　

多
く
走
行
す
る
部
署
で

リ
ー
ス
自
動
車
を
使
用
し
、町
所
有
の

自
動
車
を
な
る
べ
く
傷
ま
な
い
、走
行

し
な
い
部
署
で
使
用
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

次
年
度
以
降
、見
直
し
、各

課
連
携
、協
力
し
て
考
え
て
い
き
た

い
。

　

質
問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
件
数
が
大
き
く
伸
び
た
要
因
は
。

　

答
弁　

定
額
給
付
金
へ
の
関
心
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
情
報
取
得
と
考
え

て
い
る
。

　

質
問　

定
住
促
進
奨
励
金
で
、効
果

額
が
５
年
間
で
８
３
０
万
円
、年
間
約

１
６
６
万
円
で
、あ
ま
り
効
果
が
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、今
後
の
定
住

促
進
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。制
度
は
一
旦
終
了
す
る
が
、

今
後
の
人
口
動
態
、住
民
生
活
形
態
を

調
査
分
析
し
、ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整
理

し
て
、個
人
給
付
に
こ
だ
わ
ら
ず
、定

住
促
進
施
策
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

　

質
問　

若
い
世
代
へ
の
家
賃
補
助

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　

奈
良
県
内
他
市
町
村
で
は
、

財
政
事
情
で
制
度
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
が
、様
々
な
視
点
か
ら
検
証
し
て
い

き
た
い
。

　

質
問　

広
報
の
カ
ラ
ー
印
刷
の
回

数
を
減
ら
し
た
理
由
は
。

　

答
弁　

有
料
広
告
収
入
減
少
な
ど

の
影
響
と
財
政
健
全
化
の
た
め
で
、紙

面
の
構
成
の
工
夫
で
努
力
し
た
い
。

　

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
自
治
会
応
援

補
助
金
の
内
容
は
。

　

答
弁　

各
自
治
会
は
、マ
ス
ク
、除

菌
液
、ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
、空
気
清
浄
機
な
ど
を
主
に
購

入
。

　

質
問　

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策

は
。

　

答
弁　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切

り
、マ
ス
ク
、フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
購

入
し
た
。

　

質
問　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
製
作
枚
数
と
決
算
額
は
。

　

答
弁　

製
作
枚
数
７
０
０
枚
、製
作

委
託
料
74
万
８
０
０
０
円
。８
月
末
現

在
で
２
０
２
枚
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

質
問　

投
票
所
が
変
わ
っ
て
初
め
て

の
選
挙
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に
す
す

め
る
の
か
。

　

答
弁　

投
票
所
が
削
減
さ
れ
た
一
部

の
地
域
で
、町
バ
ス
や
公
用
車
に
よ
る

午
前
１
回
・
午
後
２
回
の
送
迎
を
考
え

て
い
る
。

《
民
生
費
》

　

質
問　

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
で
、雨
漏

り
工
事
の
進
捗
は
。

　

答
弁　

令
和
３
年
度
に
１
ヶ
所
、４

年
度
に
平
面
の
陸
屋
根
部
分
の
２
階

を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
で
終
了
す

る
。

　

質
問　

障
害
児
施
設
給
付
事
業
で
、

当
初
予
算
と
比
べ
、決
算
の
状
況
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
令
和
元
年

度
よ
り
３２
・９
%
増
加
し
て
い
る
。

　

質
問　

平
群
北
小
学
校
の
学
童
保

育
事
業
で
３
年
連
続
定
員
オ
ー
バ
ー

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、現
状
と
考

え
は
。

　

答
弁　

保
育
室
と
指
導
員
を
増
や

し
対
応
し
て
い
る
。メ
イ
ン
の
保
育
室

２
部
屋
の
他
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

を
活
用
。密
集
す
る
時
間
帯
は
、普
通

教
室
も
活
用
し
て
い
る
。

　

質
問　

こ
ど
も
園
の
直
近
の
待
機

児
童
が
11
人
。ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
で

は
０
歳
児
が
開
所
で
き
な
い
事
態
。ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

保
育
教
諭
の
確
保
が
非
常

に
難
し
い
。年
度
途
中
も
保
育
教
諭
を

募
集
、有
料
広
告
も
出
し
、保
育
教
諭

確
保
に
つ
い
て
最
大
限
努
力
し
て
い

る
。

次
頁
へ
続
く
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質
問
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弁

答
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答
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質
問

答
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質
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答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
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答
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答
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令
和
２
年
度　

各
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

一
般
会
計

一 

般 

会 

計

一
般
会
計



　

質
問　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営

経
費
で
予
算
額
約
９
２
０
０
万
円
に

対
し
、
執
行
額
約
７
２
０
０
万
円
の

理
由
は
。

　

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
で
４
月
か
ら
５

月
末
ま
で
休
館
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
も
ホ
ー
ル
等
の
使
用
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
い
だ
こ
と
で
、
光
熱
水
費
、

主
に
電
気
代
が
安
く
な
っ
た
。

　

質
問　

こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
の

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
の
状
況
は
。

　

答
弁　

小
中
学
校
に
対
し
国
か
ら

の
割
り
当
て
は
70
個
。
教
育
委
員
会

で
一
旦
保
管
し
、
事
案
発
生
時
に
そ

の
校
園
に
配
布
す
る
。

　

質
問　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
存

続
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

が
予
算
よ
り
６
０
０
万
円
上
回
っ
た

理
由
は
。

　

答
弁　

申
告
件
数
が
18
件
増
加
し

た
こ
と
、
そ
の
内
１
件
が
大
き
な
工

場
で
償
却
資
産
が
高
額
で
あ
っ
た
の

が
要
因
。

　

地
方
交
付
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
の
増
額
で
収
支
は
黒
字
に

な
っ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
超

過
税
率
を
続
け
て
い
る
。
待
機
児
童

の
発
生
が
常
態
化
し
て
い
る
。
ゴ
ミ

の
減
量
に
つ
い
て
は
有
効
な
対
策
を

打
て
て
お
ら
ず
、
逆
に
増
量
。
住
民

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
と
は
言
え

な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
予
防
を
行
い
な

が
ら
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

誠
実
に
取
り
組
ま
れ
た
。
財
政
面
で
、

当
初
予
算
２
億
１
３
３
７
万
円
の
未

確
定
財
源
が
あ
り
な
が
ら
、
実
質
収

支
は
黒
字
。
実
質
単
年
度
収
支
も
黒

字
と
な
っ
た
。
新
た
な
町
債
の
発
行

を
抑
え
、
町
債
残
高
全
体
の
縮
減
を

図
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
賛
成
す
る
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

水道業務実績

給 水 件 数

年間総配水量

年間有収水量

有 収 率

単位

件

㎥

㎥

％

令和2年度

8,101 

2,224,688 

1,907,910 

85.7 

令和元年度

8,044 

2,258,503 

1,867,083 

82.7 

比　較

57

△ 33,815

40,827

3.0

水道決算状況（税込）

収益的
収支

資本的
収支

収入

支出

差引

収入

支出

差引

令和2年度

509,557,308

510,780,567

△ 1,223,259

16,780,000

54,509,506

△ 37,729,506

令和元年度

490,179,002

559,924,018

△ 69,745,016

29,401,680

65,969,088

△ 36,567,408

差　引

19,378,306

△ 49,143,451

68,521,757

△ 12,621,680

△ 11,459,582

△ 1,162,098

収益的
収支

資本的
収支

収入

支出

差引

収入

支出

差引

令和2年度

454,131,159

390,542,828

63,588,331

105,504,750

221,186,792

△ 115,682,042

令和元年度

333,037,786

386,986,367

△ 53,948,581

311,463,000

310,023,991

1,439,009

差　引

121,093,373

3,556,461

117,536,912

△  205,958,250

△ 88,837,199

△  117,121,051

※有収率…料金収入を得た割合（年間有収水量/年間総配水量×100）

（△はマイナス、単位:円）

下水道業務実績

処理区域面積

行政区域内人口

処理区域内人口

普 及 率

水 洗 化 人 口

水 洗 化 率

年間有収水量

単位

ha

人

人

％

人

％

㎥

令和2年度

184.65 

18,657 

10,206 

54.7 

9,581 

93.9 

1,069,461 

令和元年度

183.05 

18,771 

10,257 

54.6 

9,573 

93.3 

1,033,193 

比　較

1.60

△ 114

△ 51

0.1

8

0.6

36,268

下水道決算状況（税込）

※普及率…（処理区域内人口/行政区域内人口×100）
※水洗化率…（水洗化人口/処理区域内人口×100）

（△はマイナス、単位:円）

《
衛
生
費
・
労
働
費
》

　

質
問　

斎
場
火
葬
棟
の
修
繕
内
容

は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、
炉
内
の

壁
面
の
補
修
、
炉
の
一
部
改
修
、
ブ

ロ
ア
の
燃
焼
ポ
ン
プ
の
改
修
を
実
施

し
た
。

　

質
問　

有
価
物
の
集
団
回
収
減
少

の
原
因
は
。

　

答
弁　

古
紙
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
普
及
で
、
紙
の
雑
誌
や

新
聞
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
役
場
に
お
い
て
29
年
度
か
ら

集
積
場
所
と
し
て
回
収
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

　

質
問　

可
燃
ゴ
ミ
の
有
料
ゴ
ミ
袋

の
在
庫
数
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
末
で
、45
リ
ッ

ト
ル
が
約
18
万
枚
、
30
リ
ッ
ト
ル
が

約
16
万
枚
、
20
リ
ッ
ト
ル
が
約
20
万

枚
、
10
リ
ッ
ト
ル
が
約
18
万
枚
、
合

計
約
72
万
枚
の
在
庫
が
あ
る
。

　

質
問　

公
共
下
水
の
緑
ヶ
丘
の
進

捗
状
況
は
。

　

答
弁　

緑
ヶ
丘
は
５
地
区
あ
り
、

２
地
区
は
接
続
済
み
。
１
地
区
は
管

の
更
生
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
更

生
工
事
後
、
流
量
調
査
し
、
接
続
す

る
と
い
う
予
定
。
残
り
の
２
地
区
は

令
和
４
年
度
、
５
年
度
に
１
地
区
ず

つ
接
続
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
・

土
木
費
》

　

質
問　

公
園
管
理
費
の
修
繕
状
況

は
。

　

答
弁　

若
葉
台
２
号
公
園
の
フ
ェ

ン
ス
の
修
繕
で
総
延
長
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
、
５
年
間
の
事
業
で
、
令

和
２
年
度
は
、
85
メ
ー
ト
ル
修
繕
。

そ
の
他
、
防
犯
灯
の
球
の
交
換
な
ど
。

遊
具
は
、
簡
易
的
に
修
繕
は
し
て
い

る
が
、
大
規
模
な
修
繕
は
し
て
い
な

い
。

　

質
問　

平
群
産
の
農
産
物
を
使
っ

た
お
菓
子
等
の
加
工
食
品
の
開
発
、

取
り
組
み
、
成
果
は
。

　

答
弁　

さ
つ
ま
い
も
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
、
ゆ
ず
の
ジ
ャ
ム
、
ゆ
ず

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
梅
酒
、
近
大
み

か
ん
に
よ
る
無
添
加
み
か
ん
酒
を
生

産
販
売
し
て
い
る
。
今
後
は
、
近
大

と
特
産
品
の
開
発
、
日
本
酒
の
松
永

弾
正
ラ
ベ
ル
で
Ｐ
Ｒ
、
鳴
川
で
栽
培

さ
れ
た
キ
ノ
コ
、
無
添
加
み
か
ん
酒

の
本
格
生
産
を
し
た
い
。

　

質
問　

町
道
鳴
川
路
線
の
拡
幅
計

画
は
。

　

答
弁　

用
地
確
保
で
き
た
箇
所
は
、

仮
設
で
拡
幅
工
事
を
実
施
し
、
通
行

車
両
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。
残

り
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
は
、
１
業

者
と
６
名
の
方
の
所
有
で
、
交
渉
に

努
め
て
い
き
た
い
。

《
消
防
費
・
教
育
費
》

　

質
問　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
と
自
動
水
栓
設
置
の
現
状
は
。

　

答
弁　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
北

小
学
校
は
東
館
仮
供
用
中
、
西
館
９

月
末
頃
に
仮
供
用
開
始
予
定
。
中
学

校
の
多
目
的
ト
イ
レ
は
10
月
に
工
事

完
了
予
定
。
自
動
水
栓
は
、
小
中
学

校
全
て
に
夏
期
休
業
期
間
に
設
置
済

み
。

　

質
問　

白
石
畑
の
旧
家
で
発
見
さ

れ
た
古
文
書
に
つ
い
て
の
成
果
は
。

　

答
弁　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
生
涯
学
習
講
座
で
紹
介
。
今

後
史
蹟
を
守
る
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

示
や
講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

令和２年度　一般会計・特別会計決算
（単位：円）

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険

農業集落排水事業

学校給食費

介護保険（保険事業勘定）

奨学資金貸付事業

後期高齢者医療

用地先行取得事業

一　般　会　計

会 計 区 分 歳入総額 歳出総額
歳入歳出
差引額

翌年度へ繰り
越す財源 実質収支額

特　
別　
会　
計

9,304,284,201 9,056,237,424 248,046,777 41,396,200 206,650,577

8,267,391

129,823,196

0

1,220,571

12,049,834

0

206,100

0

－

－

－

－

－

－

－

－

8,267,391

129,823,196

0

1,220,571

12,049,834

0

206,100

0

2,493,274

2,198,993,688

32,875,032

57,159,963

1,943,723,331

132,000

436,396,495

13,482,618

10,760,665 

2,328,816,884 

32,875,032 

58,380,534 

1,955,773,165 

132,000 

436,602,595 

13,482,618 

　

答
弁　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
教
育
委

員
会
、
社
会
教
育
委
員
の
意
見
を
聞

い
て
い
る
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
等

で
町
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
た
。

町
と
し
て
は
、
老
朽
化
と
財
政
面
の

両
方
の
観
点
か
ら
、ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
の
廃
止
、
利
活
用
の
方
向
で
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。

《
災
害
復
旧
費
費
・
公
債
費
・

予
備
費
》

　

質
問　

公
債
費
11
億
円
の
内
、
駅

周
辺
整
備
事
業
や
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
の
債
務
返
済

額
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、
元
金
償

還
で
駅
周
辺
整
備
事
業
は
約
１
億
４

０
０
０
万
円
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

は
約
１
４
０
０
万
円
。

《
歳
入
全
般
》

　

質
問　

自
主
財
源
比
率
が
26
・
６

%
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

自
主
財
源
比
率
は
極
め
て

低
い
。
今
あ
る
資
産
な
ど
を
有
効
活

用
し
、
少
し
で
も
自
主
財
源
の
割
合

を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

賛　

成　

討　

論

反　

対　

討　

論

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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質
問　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営

経
費
で
予
算
額
約
９
２
０
０
万
円
に

対
し
、
執
行
額
約
７
２
０
０
万
円
の

理
由
は
。

　

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
で
４
月
か
ら
５

月
末
ま
で
休
館
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
も
ホ
ー
ル
等
の
使
用
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
い
だ
こ
と
で
、
光
熱
水
費
、

主
に
電
気
代
が
安
く
な
っ
た
。

　

質
問　

こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
の

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
の
状
況
は
。

　

答
弁　

小
中
学
校
に
対
し
国
か
ら

の
割
り
当
て
は
70
個
。
教
育
委
員
会

で
一
旦
保
管
し
、
事
案
発
生
時
に
そ

の
校
園
に
配
布
す
る
。

　

質
問　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
存

続
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

が
予
算
よ
り
６
０
０
万
円
上
回
っ
た

理
由
は
。

　

答
弁　

申
告
件
数
が
18
件
増
加
し

た
こ
と
、
そ
の
内
１
件
が
大
き
な
工

場
で
償
却
資
産
が
高
額
で
あ
っ
た
の

が
要
因
。

　

地
方
交
付
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
の
増
額
で
収
支
は
黒
字
に

な
っ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
の
超

過
税
率
を
続
け
て
い
る
。
待
機
児
童

の
発
生
が
常
態
化
し
て
い
る
。
ゴ
ミ

の
減
量
に
つ
い
て
は
有
効
な
対
策
を

打
て
て
お
ら
ず
、
逆
に
増
量
。
住
民

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
と
は
言
え

な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
予
防
を
行
い
な

が
ら
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

誠
実
に
取
り
組
ま
れ
た
。
財
政
面
で
、

当
初
予
算
２
億
１
３
３
７
万
円
の
未

確
定
財
源
が
あ
り
な
が
ら
、
実
質
収

支
は
黒
字
。
実
質
単
年
度
収
支
も
黒

字
と
な
っ
た
。
新
た
な
町
債
の
発
行

を
抑
え
、
町
債
残
高
全
体
の
縮
減
を

図
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
賛
成
す
る
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

水道業務実績

給 水 件 数

年間総配水量

年間有収水量

有 収 率

単位

件

㎥

㎥

％

令和2年度

8,101 

2,224,688 

1,907,910 

85.7 

令和元年度

8,044 

2,258,503 

1,867,083 

82.7 

比　較

57

△ 33,815

40,827

3.0

水道決算状況（税込）

収益的
収支

資本的
収支

収入

支出

差引

収入

支出

差引

令和2年度

509,557,308

510,780,567

△ 1,223,259

16,780,000

54,509,506

△ 37,729,506

令和元年度

490,179,002

559,924,018

△ 69,745,016

29,401,680

65,969,088

△ 36,567,408

差　引

19,378,306

△ 49,143,451

68,521,757

△ 12,621,680

△ 11,459,582

△ 1,162,098

収益的
収支

資本的
収支

収入

支出

差引

収入

支出

差引

令和2年度

454,131,159

390,542,828

63,588,331

105,504,750

221,186,792

△ 115,682,042

令和元年度

333,037,786

386,986,367

△ 53,948,581

311,463,000

310,023,991

1,439,009

差　引

121,093,373

3,556,461

117,536,912

△  205,958,250

△ 88,837,199

△  117,121,051

※有収率…料金収入を得た割合（年間有収水量/年間総配水量×100）

（△はマイナス、単位:円）

下水道業務実績

処理区域面積

行政区域内人口

処理区域内人口

普 及 率

水 洗 化 人 口

水 洗 化 率

年間有収水量

単位

ha

人

人

％

人

％

㎥

令和2年度

184.65 

18,657 

10,206 

54.7 

9,581 

93.9 

1,069,461 

令和元年度

183.05 

18,771 

10,257 

54.6 

9,573 

93.3 

1,033,193 

比　較

1.60

△ 114

△ 51

0.1

8

0.6

36,268

下水道決算状況（税込）

※普及率…（処理区域内人口/行政区域内人口×100）
※水洗化率…（水洗化人口/処理区域内人口×100）

（△はマイナス、単位:円）

《
衛
生
費
・
労
働
費
》

　

質
問　

斎
場
火
葬
棟
の
修
繕
内
容

は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、
炉
内
の

壁
面
の
補
修
、
炉
の
一
部
改
修
、
ブ

ロ
ア
の
燃
焼
ポ
ン
プ
の
改
修
を
実
施

し
た
。

　

質
問　

有
価
物
の
集
団
回
収
減
少

の
原
因
は
。

　

答
弁　

古
紙
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
普
及
で
、
紙
の
雑
誌
や

新
聞
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
役
場
に
お
い
て
29
年
度
か
ら

集
積
場
所
と
し
て
回
収
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

　

質
問　

可
燃
ゴ
ミ
の
有
料
ゴ
ミ
袋

の
在
庫
数
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
末
で
、45
リ
ッ

ト
ル
が
約
18
万
枚
、
30
リ
ッ
ト
ル
が

約
16
万
枚
、
20
リ
ッ
ト
ル
が
約
20
万

枚
、
10
リ
ッ
ト
ル
が
約
18
万
枚
、
合

計
約
72
万
枚
の
在
庫
が
あ
る
。

　

質
問　

公
共
下
水
の
緑
ヶ
丘
の
進

捗
状
況
は
。

　

答
弁　

緑
ヶ
丘
は
５
地
区
あ
り
、

２
地
区
は
接
続
済
み
。
１
地
区
は
管

の
更
生
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
更

生
工
事
後
、
流
量
調
査
し
、
接
続
す

る
と
い
う
予
定
。
残
り
の
２
地
区
は

令
和
４
年
度
、
５
年
度
に
１
地
区
ず

つ
接
続
し
て
い
く
。

《
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
・

土
木
費
》

　

質
問　

公
園
管
理
費
の
修
繕
状
況

は
。

　

答
弁　

若
葉
台
２
号
公
園
の
フ
ェ

ン
ス
の
修
繕
で
総
延
長
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
、
５
年
間
の
事
業
で
、
令

和
２
年
度
は
、
85
メ
ー
ト
ル
修
繕
。

そ
の
他
、
防
犯
灯
の
球
の
交
換
な
ど
。

遊
具
は
、
簡
易
的
に
修
繕
は
し
て
い

る
が
、
大
規
模
な
修
繕
は
し
て
い
な

い
。

　

質
問　

平
群
産
の
農
産
物
を
使
っ

た
お
菓
子
等
の
加
工
食
品
の
開
発
、

取
り
組
み
、
成
果
は
。

　

答
弁　

さ
つ
ま
い
も
の
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
、
ゆ
ず
の
ジ
ャ
ム
、
ゆ
ず

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
梅
酒
、
近
大
み

か
ん
に
よ
る
無
添
加
み
か
ん
酒
を
生

産
販
売
し
て
い
る
。
今
後
は
、
近
大

と
特
産
品
の
開
発
、
日
本
酒
の
松
永

弾
正
ラ
ベ
ル
で
Ｐ
Ｒ
、
鳴
川
で
栽
培

さ
れ
た
キ
ノ
コ
、
無
添
加
み
か
ん
酒

の
本
格
生
産
を
し
た
い
。

　

質
問　

町
道
鳴
川
路
線
の
拡
幅
計

画
は
。

　

答
弁　

用
地
確
保
で
き
た
箇
所
は
、

仮
設
で
拡
幅
工
事
を
実
施
し
、
通
行

車
両
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。
残

り
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
は
、
１
業

者
と
６
名
の
方
の
所
有
で
、
交
渉
に

努
め
て
い
き
た
い
。

《
消
防
費
・
教
育
費
》

　

質
問　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
と
自
動
水
栓
設
置
の
現
状
は
。

　

答
弁　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
北

小
学
校
は
東
館
仮
供
用
中
、
西
館
９

月
末
頃
に
仮
供
用
開
始
予
定
。
中
学

校
の
多
目
的
ト
イ
レ
は
10
月
に
工
事

完
了
予
定
。
自
動
水
栓
は
、
小
中
学

校
全
て
に
夏
期
休
業
期
間
に
設
置
済

み
。

　

質
問　

白
石
畑
の
旧
家
で
発
見
さ

れ
た
古
文
書
に
つ
い
て
の
成
果
は
。

　

答
弁　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
生
涯
学
習
講
座
で
紹
介
。
今

後
史
蹟
を
守
る
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展

示
や
講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

令和２年度　一般会計・特別会計決算
（単位：円）

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険

農業集落排水事業

学校給食費

介護保険（保険事業勘定）

奨学資金貸付事業

後期高齢者医療

用地先行取得事業

一　般　会　計

会 計 区 分 歳入総額 歳出総額
歳入歳出
差引額

翌年度へ繰り
越す財源 実質収支額

特　
別　
会　
計

9,304,284,201 9,056,237,424 248,046,777 41,396,200 206,650,577

8,267,391

129,823,196

0

1,220,571

12,049,834

0

206,100

0

－

－

－

－

－

－

－

－

8,267,391

129,823,196

0

1,220,571

12,049,834

0

206,100

0

2,493,274

2,198,993,688

32,875,032

57,159,963

1,943,723,331

132,000

436,396,495

13,482,618

10,760,665 

2,328,816,884 

32,875,032 

58,380,534 

1,955,773,165 

132,000 

436,602,595 

13,482,618 

　

答
弁　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
教
育
委

員
会
、
社
会
教
育
委
員
の
意
見
を
聞

い
て
い
る
。
ま
た
、
町
の
広
報
誌
等

で
町
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
た
。

町
と
し
て
は
、
老
朽
化
と
財
政
面
の

両
方
の
観
点
か
ら
、ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
の
廃
止
、
利
活
用
の
方
向
で
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。

《
災
害
復
旧
費
費
・
公
債
費
・

予
備
費
》

　

質
問　

公
債
費
11
億
円
の
内
、
駅

周
辺
整
備
事
業
や
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
の
債
務
返
済

額
は
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
は
、
元
金
償

還
で
駅
周
辺
整
備
事
業
は
約
１
億
４

０
０
０
万
円
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

は
約
１
４
０
０
万
円
。

《
歳
入
全
般
》

　

質
問　

自
主
財
源
比
率
が
26
・
６

%
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

答
弁　

自
主
財
源
比
率
は
極
め
て

低
い
。
今
あ
る
資
産
な
ど
を
有
効
活

用
し
、
少
し
で
も
自
主
財
源
の
割
合

を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

賛　

成　

討　

論

反　

対　

討　

論

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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質
問　

令
和
２
年
度
末
ま
で
の
起

債
残
高
と
滞
納
状
況
は
。

　

答
弁　

起
債
残
高
は
約
３
０
１
万

円
、
滞
納
件
数
は
30
件
、
滞
納
人
数

は
15
人
、滞
納
額
は
、８
０
０
２
万
円
。

　

質
問　

保
健
事
業
の
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
要
因
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
率
が
減
少
し

た
の
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。

医
療
機
関
が
受
け
入
れ
を
抑
制
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
申
し
込
み
後

に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
方
も
い
た
。

　

質
問　

現
在
の
対
象
件
数
、
接
続

件
数
は
。

　

答
弁　

対
象
90
件
、
た
だ
し
、
空

き
家
６
件
含
む
。
接
続
件
数
は
、
現

時
点
で
59
件
。

　

質
問　

地
元
野
菜
使
用
の
減
少
要

因
は
。

　

答
弁　

４
月
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

で
学
校
が
休
業
と
な
り
、
６
月
は
給

食
再
開
時
期
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

発
注
で
き
な
か
っ
た
。
７
品
目
減
少
。

令
和
２
年
度
は
５
農
家
と
契
約
、
令

和
３
年
度
は
８
農
家
と
契
約
し
て
い

る
。

　

質
問　

第
７
期
の
３
年
間
で
計
画

値
に
対
し
て
、
そ
の
実
績
が
84
％
で

あ
っ
た
こ
と
へ
の
総
括
は
。

　

答
弁　

介
護
度
３
以
上
の
方
が
計

画
ほ
ど
実
績
で
は
増
加
し
な
か
っ
た
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護
認
定
者
数

が
計
画
ほ
ど
実
績
で
は
増
加
し
な

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
控
え
に
よ
る
影
響
が
大
き

い
。ま
た
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
要
因
と
考
え
る
。

　

７
期
の
計
画
と
実
績
と
の
乖
離
は

15
・
７
％
、
約
９
億
５
０
０
０
万
円

で
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
７
期
の
３

年
間
で
約
２
億
７
５
０
０
万
円
積
み

上
が
り
、
７
期
末
の
剰
余
金
は
約
４

億
６
５
０
０
万
円
に
上
る
。
保
険
料

を
取
り
す
ぎ
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

　

要
介
護
状
態
で
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
。
本
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る

こ
と
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
保

険
料
収
入
が
減
少
し
、
支
出
の
給
付

費
が
上
昇
す
る
の
は
明
白
。
基
金
残

高
に
よ
り
、引
き
続
き
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
賛
成

す
る
。

町議会をネットで視聴できます

　平群町議会は、本会議の模様をインターネットで
録画配信していますが、スマートフォンでも視聴が
可能になっております。町のホームページもしくは
ＱＲコードからアクセスできます。
【注意】動画の視聴には、大量のデータ通信量が発
生しますので、Wi-Fiまたは定額通信サービス環境で
の視聴を推奨します。

議議議 会会議議 会議 会議 会議 会議 会議 会 の会会 ののののの会 ののののの 動 動動 動動動動動動動動動動動動動動 ききききききききききききき議議議議議議議議議議 会議 会議 会議 会議 会議 会議 会議議議 会 の会 のの会 の会 の会 の会 の会 の会会会 動動動動動動動動動動動動 ききききききききき議 会 の 動 き
議会運営委員会
※令和３年平群町議会第６回定例会の議会運営につ
いて

8月20日

公共交通対策特別委員会
※令和２年度平群町地域公共交通会議収支決算報告
※令和２年度コミュニティバス利用実績報告につい
て

※デマンド型交通運行計画について
7月21日

総務建設委員会
※執行後における政策評価について　　　

8月26日

文教厚生委員会
※執行後における政策評価について　　　

8月26日

　

質
問　

人
口
減
少
の
中
で
健
全
経

営
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

施
設
や
配
管
が
老
朽
化
し
、

更
新
費
用
が
増
加
。
市
町
村
単
独
で

の
経
営
で
は
、
水
道
料
金
の
値
上
げ

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。
奈
良
県
全

体
で
統
合
し
、施
設
の
統
廃
合
を
行
っ

て
更
新
費
用
を
抑
え
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

令
和
７
年
に
奈
良
県
の
企

業
団
が
で
き
た
場
合
、
平
群
町
行
政

と
の
関
わ
り
は
。

　

答
弁　

企
業
団
が
独
立
し
た
組
織

と
し
て
運
営
し
て
い
く
が
、
一
般
会

計
か
ら
は
、
引
き
続
き
繰
り
入
れ
る
。

以
上
、11
件
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

事
業
会
計
に
つ
い
て
は
認
定
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会　
　

委
員
長　
　

井
戸　

太
郎

櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審
査を求める意見書（案）

（否決）
　　　　提出者　山口　昌亮
　　　　賛成者　植田　いずみ
　　　　　　　　稲月　敏子

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の
埋め立て等に使用しないよう求める意見書（案）　

（原案可決）
　　　　提出者　稲月　敏子
　　　　賛成者　植田　いずみ
　　　　　　　　山口　昌亮  

議員提出議案

★本紙へご意見をお寄せください。
今後の紙面作りに活用させていただ
きます。
＊ＦＡＸ　４９－０１４５
＊メール
　gikai@town.heguri.nara.jp
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

賛　

成　

討　

論

奨
学
資
金
貸
付

事
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質
問　

令
和
２
年
度
末
ま
で
の
起

債
残
高
と
滞
納
状
況
は
。

　

答
弁　

起
債
残
高
は
約
３
０
１
万

円
、
滞
納
件
数
は
30
件
、
滞
納
人
数

は
15
人
、滞
納
額
は
、８
０
０
２
万
円
。

　

質
問　

保
健
事
業
の
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
要
因
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
率
が
減
少
し

た
の
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。

医
療
機
関
が
受
け
入
れ
を
抑
制
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
、
申
し
込
み
後

に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
方
も
い
た
。

　

質
問　

現
在
の
対
象
件
数
、
接
続

件
数
は
。

　

答
弁　

対
象
90
件
、
た
だ
し
、
空

き
家
６
件
含
む
。
接
続
件
数
は
、
現

時
点
で
59
件
。

　

質
問　

地
元
野
菜
使
用
の
減
少
要

因
は
。

　

答
弁　

４
月
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

で
学
校
が
休
業
と
な
り
、
６
月
は
給

食
再
開
時
期
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

発
注
で
き
な
か
っ
た
。
７
品
目
減
少
。

令
和
２
年
度
は
５
農
家
と
契
約
、
令

和
３
年
度
は
８
農
家
と
契
約
し
て
い

る
。

　

質
問　

第
７
期
の
３
年
間
で
計
画

値
に
対
し
て
、
そ
の
実
績
が
84
％
で

あ
っ
た
こ
と
へ
の
総
括
は
。

　

答
弁　

介
護
度
３
以
上
の
方
が
計

画
ほ
ど
実
績
で
は
増
加
し
な
か
っ
た
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護
認
定
者
数

が
計
画
ほ
ど
実
績
で
は
増
加
し
な

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
控
え
に
よ
る
影
響
が
大
き

い
。ま
た
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
要
因
と
考
え
る
。

　

７
期
の
計
画
と
実
績
と
の
乖
離
は

15
・
７
％
、
約
９
億
５
０
０
０
万
円

で
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
７
期
の
３

年
間
で
約
２
億
７
５
０
０
万
円
積
み

上
が
り
、
７
期
末
の
剰
余
金
は
約
４

億
６
５
０
０
万
円
に
上
る
。
保
険
料

を
取
り
す
ぎ
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

　

要
介
護
状
態
で
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
。
本
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る

こ
と
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
保

険
料
収
入
が
減
少
し
、
支
出
の
給
付

費
が
上
昇
す
る
の
は
明
白
。
基
金
残

高
に
よ
り
、引
き
続
き
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
賛
成

す
る
。

町議会をネットで視聴できます

　平群町議会は、本会議の模様をインターネットで
録画配信していますが、スマートフォンでも視聴が
可能になっております。町のホームページもしくは
ＱＲコードからアクセスできます。
【注意】動画の視聴には、大量のデータ通信量が発
生しますので、Wi-Fiまたは定額通信サービス環境で
の視聴を推奨します。

議議議 会会議議 会議 会議 会議 会議 会議 会 の会会 ののののの会 ののののの 動 動動 動動動動動動動動動動動動動動 ききききききききききききき議議議議議議議議議議 会議 会議 会議 会議 会議 会議 会議議議 会 の会 のの会 の会 の会 の会 の会 の会会会 動動動動動動動動動動動動 ききききききききき議 会 の 動 き
議会運営委員会
※令和３年平群町議会第６回定例会の議会運営につ
いて

8月20日

公共交通対策特別委員会
※令和２年度平群町地域公共交通会議収支決算報告
※令和２年度コミュニティバス利用実績報告につい
て

※デマンド型交通運行計画について
7月21日

総務建設委員会
※執行後における政策評価について　　　

8月26日

文教厚生委員会
※執行後における政策評価について　　　

8月26日

　

質
問　

人
口
減
少
の
中
で
健
全
経

営
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　

施
設
や
配
管
が
老
朽
化
し
、

更
新
費
用
が
増
加
。
市
町
村
単
独
で

の
経
営
で
は
、
水
道
料
金
の
値
上
げ

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。
奈
良
県
全

体
で
統
合
し
、施
設
の
統
廃
合
を
行
っ

て
更
新
費
用
を
抑
え
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

令
和
７
年
に
奈
良
県
の
企

業
団
が
で
き
た
場
合
、
平
群
町
行
政

と
の
関
わ
り
は
。

　

答
弁　

企
業
団
が
独
立
し
た
組
織

と
し
て
運
営
し
て
い
く
が
、
一
般
会

計
か
ら
は
、
引
き
続
き
繰
り
入
れ
る
。

以
上
、11
件
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

事
業
会
計
に
つ
い
て
は
認
定
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会　
　

委
員
長　
　

井
戸　

太
郎

櫟原山林のメガソーラー開発許可の取り消し等、再審
査を求める意見書（案）

（否決）
　　　　提出者　山口　昌亮
　　　　賛成者　植田　いずみ
　　　　　　　　稲月　敏子

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の
埋め立て等に使用しないよう求める意見書（案）　

（原案可決）
　　　　提出者　稲月　敏子
　　　　賛成者　植田　いずみ
　　　　　　　　山口　昌亮  

議員提出議案

★本紙へご意見をお寄せください。
今後の紙面作りに活用させていただ
きます。
＊ＦＡＸ　４９－０１４５
＊メール
　gikai@town.heguri.nara.jp
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請
願
第
１
号
「
櫟
原
山
林
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
開
発
許
可
の
取
り
消
し
等
、

再
審
査
を
求
め
る
意
見
書
」
を
奈
良

県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
書

　

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
申
請
書
の

偽
装
や
工
事
着
工
後
の
災
害
防
止
の

不
備
な
ど
、
当
該
事
業
者
は
こ
の
開

発
行
為
を
行
う
事
業
者
と
し
て
の
適

格
性
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
開

発
許
可
の
取
り
消
し
も
含
め
た
審
査

を
奈
良
県
森
林
審
議
会
に
諮
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
数
字
を
偽
装

し
た
申
請
書
を
県
に
提
出
し
て
、
だ

ま
し
た
こ
の
よ
う
な
業
者
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

業
者
に
対
す
る
信
用
と
い

う
の
は
、
実
績
が
あ
っ
て
発
生
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
客
観
的
に

は
ま
だ
信
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
審
議
会
を
再
度

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常
に
大
事

総
務
建
設
委
員
長
報
告

で
あ
る
が
。

　

答
弁　

従
来
の
流
れ
方
と
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
仮
設
の
調

整
池
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
無

い
状
態
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。
申
請

書
の
勾
配
が
危
険
な
た
め
、
安
全
上

問
題
が
な
い
か
を
審
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
町
道
に
送
電

管
を
埋
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
の
同
意
が
必
要
な
の
か
。

　

答
弁　

法
的
に
は
許
可
条
件
と
し

て
絶
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
片

側
通
行
の
場
合
、
従
来
か
ら
自
治
会

同
意
ま
で
は
指
示
し
て
い
な
い
。
車

両
通
行
止
め
の
場
合
、
同
意
書
の
添

付
を
指
示
し
て
い
る
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
現
在
、

工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
台

風
等
が
到
来
す
れ
ば
非
常
に
危
険
で

あ
り
、
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
直
ぐ
に
で
も
進
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。

　

答
弁　

台
風
等
が
来
て
も
大
丈
夫

な
よ
う
に
50
年
確
率
で
耐
え
ら
れ
る

よ
う
な
、
防
災
調
整
池
設
置
を
業
者

に
指
導
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
し
て

い
る
。
ま
た
、
下
流
住
民
に
対
し
て

も
説
明
す
る
と
い
う
確
約
が
で
き
た

上
で
、
緊
急
防
災
工
事
を
進
め
て
く

だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
下
流
住
民
に

対
し
て
の
説
明
会
に
つ
い
て
、
業
者

へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

答
弁　

下
流
域
の
住
民
や
、
送
電

線
を
埋
設
す
る
予
定
の
自
治
会
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
も
含
め
て
説
明
を

す
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
指
示
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
今
工
事

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
開
発
許
可
が
取

り
消
さ
れ
た
場
合
の
防
災
工
事
は
誰

が
行
う
の
か
、
ま
た
、
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
１
番
心

配
で
あ
る
が
。

　

答
弁　

現
状
が
非
常
に
心
配
と
い

う
こ
と
以
上
に
今
後
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
、
事
業
は
継
続
す
る
の

か
、
途
中
で
撤
退
さ
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
は
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
の
緊
急
防
災

工
事
を
申
し
入
れ
し
て
い
る
。

　

林
地
開
発
の
許
可
権
者
は
奈
良
県

に
あ
り
、
我
々
平
群
町
議
会
が
、
異

論
を
唱
え
る
の
は
、
越
権
行
為
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
現
在
、
係
争
中

の
案
件
で
あ
り
議
会
議
員
と
し
て
の

中
立
公
平
な
立
場
と
し
て
是
非
を
明

ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

町
内
約
６
０
０
０
筆
も
の
署
名
の
重

さ
も
十
分
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
許
可
権
者
の
県
が
今
後
、

再
審
議
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
き
、
平
群
町
の
山
林
山
野
が

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
う
こ
と
か
ら
、
本
請
願
に
は
反

対
す
る
。

　

48
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
い
山
地
を

ず
た
ず
た
に
し
て
、
谷
を
埋
め
パ
ネ

ル
を
６
万
枚
も
張
り
巡
ら
す
と
い
う
、

こ
の
事
業
に
対
し
て
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。い
く
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
構
築
だ
と
い
え
ど
も
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
開
発
だ
。
７
月
２
日
に
起

こ
っ
た
熱
海
の
土
石
流
は
、
非
常
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
。住
民
の
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
く
の
は
、
町
議
会
の
最
も
大
事

な
役
割
で
は
な
い
か
。
林
地
開
発
の

審
議
会
の
や
り
直
し
を
し
て
い
た
だ

き
、
許
可
の
取
消
し
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
本
請
願
に
は
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
請
願
第
１
号
は
、

挙
手
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
建
設
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　
　

馬
本　

隆
夫

議会懇談会を開催しました議会懇談会を開催しました議会懇談会を開催しました
令和３年８月２０日、平群町役場において、平群のメガソー
ラーを考える会の代表の方と平群町議会（総務建設委員会）
で懇談会を開催しました。

（懇談内容：櫟原地域におけるメガソー
ラー建設事業についての懇談
会）

◇新型コロナウイルス感染症対策を考慮
しながら、限られた時間ではありました
が、意見交換を行うことができました。
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請
願
第
１
号
「
櫟
原
山
林
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
開
発
許
可
の
取
り
消
し
等
、

再
審
査
を
求
め
る
意
見
書
」
を
奈
良

県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
書

　

こ
の
請
願
の
趣
旨
は
、
申
請
書
の

偽
装
や
工
事
着
工
後
の
災
害
防
止
の

不
備
な
ど
、
当
該
事
業
者
は
こ
の
開

発
行
為
を
行
う
事
業
者
と
し
て
の
適

格
性
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
開

発
許
可
の
取
り
消
し
も
含
め
た
審
査

を
奈
良
県
森
林
審
議
会
に
諮
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
数
字
を
偽
装

し
た
申
請
書
を
県
に
提
出
し
て
、
だ

ま
し
た
こ
の
よ
う
な
業
者
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

業
者
に
対
す
る
信
用
と
い

う
の
は
、
実
績
が
あ
っ
て
発
生
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
客
観
的
に

は
ま
だ
信
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
審
議
会
を
再
度

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常
に
大
事

総
務
建
設
委
員
長
報
告

で
あ
る
が
。

　

答
弁　

従
来
の
流
れ
方
と
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
仮
設
の
調

整
池
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
無

い
状
態
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。
申
請

書
の
勾
配
が
危
険
な
た
め
、
安
全
上

問
題
が
な
い
か
を
審
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
町
道
に
送
電

管
を
埋
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
の
同
意
が
必
要
な
の
か
。

　

答
弁　

法
的
に
は
許
可
条
件
と
し

て
絶
対
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
片

側
通
行
の
場
合
、
従
来
か
ら
自
治
会

同
意
ま
で
は
指
示
し
て
い
な
い
。
車

両
通
行
止
め
の
場
合
、
同
意
書
の
添

付
を
指
示
し
て
い
る
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
現
在
、

工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
台

風
等
が
到
来
す
れ
ば
非
常
に
危
険
で

あ
り
、
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
直
ぐ
に
で
も
進
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。

　

答
弁　

台
風
等
が
来
て
も
大
丈
夫

な
よ
う
に
50
年
確
率
で
耐
え
ら
れ
る

よ
う
な
、
防
災
調
整
池
設
置
を
業
者

に
指
導
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
し
て

い
る
。
ま
た
、
下
流
住
民
に
対
し
て

も
説
明
す
る
と
い
う
確
約
が
で
き
た

上
で
、
緊
急
防
災
工
事
を
進
め
て
く

だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
。

　

質
問　

町
当
局
に
、
下
流
住
民
に

対
し
て
の
説
明
会
に
つ
い
て
、
業
者

へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

答
弁　

下
流
域
の
住
民
や
、
送
電

線
を
埋
設
す
る
予
定
の
自
治
会
に
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
も
含
め
て
説
明
を

す
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
指
示
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問　

請
願
代
表
者
に
、
今
工
事

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
開
発
許
可
が
取

り
消
さ
れ
た
場
合
の
防
災
工
事
は
誰

が
行
う
の
か
、
ま
た
、
こ
の
ま
ま
の

状
態
で
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
１
番
心

配
で
あ
る
が
。

　

答
弁　

現
状
が
非
常
に
心
配
と
い

う
こ
と
以
上
に
今
後
ど
う
な
る
の
か

と
い
う
こ
と
、
事
業
は
継
続
す
る
の

か
、
途
中
で
撤
退
さ
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
は
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
の
緊
急
防
災

工
事
を
申
し
入
れ
し
て
い
る
。

　

林
地
開
発
の
許
可
権
者
は
奈
良
県

に
あ
り
、
我
々
平
群
町
議
会
が
、
異

論
を
唱
え
る
の
は
、
越
権
行
為
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
現
在
、
係
争
中

の
案
件
で
あ
り
議
会
議
員
と
し
て
の

中
立
公
平
な
立
場
と
し
て
是
非
を
明

ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

町
内
約
６
０
０
０
筆
も
の
署
名
の
重

さ
も
十
分
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
許
可
権
者
の
県
が
今
後
、

再
審
議
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
き
、
平
群
町
の
山
林
山
野
が

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
う
こ
と
か
ら
、
本
請
願
に
は
反

対
す
る
。

　

48
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
い
山
地
を

ず
た
ず
た
に
し
て
、
谷
を
埋
め
パ
ネ

ル
を
６
万
枚
も
張
り
巡
ら
す
と
い
う
、

こ
の
事
業
に
対
し
て
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
て
い
る
。い
く
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
構
築
だ
と
い
え
ど
も
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
開
発
だ
。
７
月
２
日
に
起

こ
っ
た
熱
海
の
土
石
流
は
、
非
常
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
。住
民
の
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
く
の
は
、
町
議
会
の
最
も
大
事

な
役
割
で
は
な
い
か
。
林
地
開
発
の

審
議
会
の
や
り
直
し
を
し
て
い
た
だ

き
、
許
可
の
取
消
し
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
本
請
願
に
は
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
請
願
第
１
号
は
、

挙
手
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
建
設
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　
　

馬
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隆
夫
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ラー建設事業についての懇談
会）

◇新型コロナウイルス感染症対策を考慮
しながら、限られた時間ではありました
が、意見交換を行うことができました。
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問

　

地
震
・
大
雨
・
暴
風
等
に

よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
被
災
者
へ
一

刻
も
早
く
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
食
料
品
・
衣
料
品

な
ど
の
生
活
必
需
品
や
医
薬

品
な
ど
の
物
資
を
確
保
し

て
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
保
管
場
所

や
数
量
的
な
問
題
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
今
回
、

燃
料
電
池
車
な
ど
に
よ
る
電

力
供
給
の
協
力
協
定
を
締
結

す
べ
き
と
提
案
致
し
ま
す
。

質
問 防

災
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

例
え
ば
、
指
定
避
難
場
所

で
避
難
さ
れ
て
き
た
町
民
の

医
療
機
器
の
使
用
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
充
電
な
ど

に
役
立
た
せ
る
こ
と
で
す
。

　

給
電
の
で
き
る
燃
料
電
池

車
を
約
30
台
所
有
さ
れ
て
お

り
、
災
害
時
に
は
貸
し
出
し

を
行
っ
た
り
、
防
災
訓
練
の

参
加
も
考
え
て
お
ら
れ
る
奈

良
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
奈
良
と
の
協
定
の
締
結

を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

災
害
時
に
備
え
た
燃
料
電

池
車
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
や
経
済
産

業
省
が
連
携
し
な
が
ら
周

知
、
啓
発
が
図
ら
れ
て
お
り
、

全
国
的
に
も
多
く
の
自
治
体

が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
協
力

協
定
を
締
結
し
て
い
る
状
況

で
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に

働
き
か
け
を
行
い
、
協
力
協

定
締
結
に
向
け
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。

　

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
店
舗
等

を
利
用
さ
れ
た
方
々
が
、国

道
東
側
の
歩
道
を
歩
い
て
こ

ら
れ
、協
和
橋
交
差
点
、南
側

の
横
断
歩
道
ま
で
進
ま
な
い

で
、旧
椿
井
交
番
所
跡
地
の

前
を
渡
ろ
う
と
さ
れ
る
人
が

多
く
、協
和
橋
か
ら
青
信
号

で
北
側
・
南
側
へ
進
行
し
よ
う

と
す
る
車
両
と
交
錯
す
る
と

い
う
、大
変
危
険
な
状
況
を

よ
く
目
に
し
ま
す
。

　

国
道
南
向
き
右
折
車
両
が

赤
信
号
で
右
折
し
て
き
た
時
、

協
和
橋
西
宮
側
か
ら
の
車
両

が
青
信
号
に
な
っ
て
も
交
差

点
に
進
入
出
来
な
い
状
況
と

な
り
、通
過
可
能
車
両
台
数

が
３
台
以
下
に
な
っ
て
し
ま

う
事
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

①
協
和
橋
南
側
歩
道
の
延
長

上
に
横
断
歩
道
移
設
を
？

②
信
号
の
順
序
を
椿
井
か
ら

の
信
号
が
先
に
青
に
な
り
、次

に
協
和
橋
西
宮
側
か
ら
の
信

号
が
青
信
号
に
変
わ
る
よ
う

に
変
更
、協
和
橋
の
青
信
号

時
間
を
長
く
し
、車
両
の
流

れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
改
良

を
？

①
歩
道
の
切
り
下
げ
、信
号

機
の
移
設
等
多
様
な
経
費
が

必
要
。今
あ
る
横
断
歩
道
を

利
用
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
に

よ
り
対
応
し
た
い
。

②
信
号
の
順
番
を
変
え
る
事

は
シ
ス
テ
ム
的
に
不
可
能
。協

和
橋
の
信
号
は
青
色
10
秒
だ

が
、こ
れ
以
上
長
く
す
る
と
、

国
道
本
線
の
渋
滞
が
加
速
す

る
懸
念
が
あ
る
。

質
問

国道１６８号協和橋東詰
　　　　交差点改良について

山田　仁樹

下中　一郎
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弁
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乾　宏美　氏
住所：平群町北信貴ヶ丘

町政を問う！
一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧

コロナ感染症における医療対応並び
にＰＣＲ検査について 
国道168号線の協和橋東詰交差点改良
について

防災協定の締結について 
相互応援協定の締結について 

櫟原山林のメガソーラー開発につい
て 
町広報誌の配布方法について

町内の産業用太陽光発電所について 
道路の破損や危険箇所通報装置導入
について 
町内近鉄線の駅員巡回配置について 

教育委員会総務課の今後のあり方に
ついて 
経済建設課の連携関係について 
令和４年度における町行政の展望に
ついて 

ヤングケアラーについて 

矢田山に（仮称）東西線道路を 
デマンド交通について 
総合スポーツセンター運営について 
こども園運営について 

ごみ減量対策について 
こども園の待機児問題について 

出生者の減少による小中学校のある
べき姿について 
農業用水の管理について 
竜田川を鮎が泳ぎ、蛍が飛び交う川
に 

新型コロナデルタ株による感染爆発
対応について 
大規模太陽光発電事業に関する条例
の制定を 
公共交通の観点も踏まえ、地域別の
投票率を調査し投票所へ行ける様に
改善を 

山田議員

下中議員

山口議員

稲月議員

長良議員

岩﨑議員

馬本議員

植田議員

森田議員

井戸議員

山田 三千子　氏
住所：平群町若葉台

山田三千子氏、乾宏美氏は適任で
あるとの意見で答申することに決
しました。

※ご本人の希望により、写真の掲載は
　控えさせていただきます。
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人 権 擁 護 委 員
候 補 者 の 推 薦

お
悔
や
み

　

下
中
一
郎
議
員
（
71
歳
）
が
、
９
月
30
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

下
中
議
員
は
、
平
成
11
年
４
月
に
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、

議
長
と
し
て
５
年
間
、
ま
た
各
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会

の
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
員
活
動
の
業
績
を
称
え
る

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。



町政を問う！一般質問一般質問一般質問
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合
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一
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早
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供
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・
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品
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薬
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し

て
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町
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図
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場
所
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り
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。
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燃
料
電
池
車
な
ど
に
よ
る
電

力
供
給
の
協
力
協
定
を
締
結

す
べ
き
と
提
案
致
し
ま
す
。

質
問 防

災
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

例
え
ば
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指
定
避
難
場
所

で
避
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さ
れ
て
き
た
町
民
の

医
療
機
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の
使
用
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
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な
ど
の
充
電
な
ど

に
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せ
る
こ
と
で
す
。

　

給
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る
燃
料
電
池

車
を
約
30
台
所
有
さ
れ
て
お

り
、
災
害
時
に
は
貸
し
出
し

を
行
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た
り
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防
災
訓
練
の

参
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も
考
え
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お
ら
れ
る
奈

良
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
奈
良
と
の
協
定
の
締
結

を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

災
害
時
に
備
え
た
燃
料
電

池
車
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
国
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交
通
省
や
経
済
産
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連
携
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が
ら
周

知
、
啓
発
が
図
ら
れ
て
お
り
、
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多
く
の
自
治
体

が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
協
力

協
定
を
締
結
し
て
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る
状
況
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す
。
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に
お
い
て
も
、
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車
メ
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カ
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に

働
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か
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行
い
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協
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協

定
締
結
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向
け
取
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組
ん
で

参
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た
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。
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ら
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。
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い
を
持
っ
た
人
も
含
め
、多
数

が
乗
降
す
る
。

②
平
群
駅
は
列
車
行
き
違
い

駅
、脱
線
の
危
険
性
が
あ
る
。

③
王
寺
方
向
に
は
踏
切
を
渡

る
駅
で
危
険
性
が
大
。

④
障
が
い
者
の
乗
降
も
多

い
。

⑤
東
山
駅
は
近
大
病
院
も
あ

り
、配
慮
が
必
要
な
人
の
乗

降
が
多
く
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
も
あ
り
、

機
械
類
の
故
障
も
考
え
ら
れ

る
。

⑥
平
群
駅
・
東
山
駅
は
本
年
４

月
か
ら
自
動
券
売
機
が
１
台

に
減
少
。

答
弁

　

町
内
の
近
鉄
生
駒
線
は
す

で
に
竜
田
川
駅
、元
山
上
口

は
無
人
駅
、そ
の
上
、１０
月
１

日
か
ら
平
群
駅
、東
山
駅
の

２
駅
が
係
員
巡
回
駅
と
な

り
、一
人
の
係
員
が
３
駅
を
巡

回
、車
イ
ス
対
応
な
ど
で
移

動
し
、無
人
と
な
る
時
間
が

作
ら
れ
る
と
の
近
鉄
か
ら
の

報
告
を
聞
い
た
。

　

乗
降
客
減
少
が
理
由
ら
し

い
が
問
題
は
大
き
い
。

①
平
群
駅
は
町
の
顔
、路
線

バ
ス
、コ
ミ
バ
ス
等
の
中
心

駅
、公
共
施
設
も
あ
り
、障
が

質
問 町

内
近
鉄
線
の
駅
員　
　
　

巡
回
配
置
に
つ
い
て

　

こ
の
事
態
に
つ
い
て
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　

事
故
、急
病
等
の
対
応
が

可
能
か
、大
変
憂
慮
す
る
事

態
と
認
識
し
て
い
る
。

　

住
民
の
安
全
、利
便
性
が

守
れ
る
よ
う
に
、近
鉄
へ
関
係

自
治
体
首
長
が
連
名
で
要
望

書
を
提
出
し
た
。

答
弁

　

通
学
や
仕
事
を
し
な
が
ら

家
族
の
介
護
や
世
話
を
日
常

的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
、18
歳

未
満
の
子
ど
も「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」に
つ
い
て
、町
の
相
談

件
数
や
支
援
策
、ま
た
、学
校

で
の
実
態
把
握
と
対
応
策

は
？ 質

問 ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

　

現
在
、平
群
町
へ
の
直
接
の

相
談
は
な
い
が
、奈
良
県
教

育
委
員
会
が
公
立
中
学
第
３

学
年（
約
１
万
５
０
０
人
）及

び
、公
立
高
校（
約
２
万
２
９

０
０
人
）
を
対
象
に
実
態
調

査
を
実
施
さ
れ
、８
月
に
平

群
町
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

考
え
ら
れ
る
生
徒
が
２
件

あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、潜
在
化
し
や
す
い
こ

と
も
有
り
、学
校
や
教
育
委

員
会
と
の
情
報
把
握
に
努
め

る
。

　

相
談
等
あ
っ
た
場
合
の
支

援
策
は
、学
校
等
か
ら
の
情

報
を
共
有
し
、必
要
に
応
じ

て
、福
祉
こ
ど
も
課
や
教
育

委
員
会
、小
中
学
校
の
ほ
か
、

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機

関
で
構
成
す
る
「
平
群
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
で
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

学
校
で
は
、学
業
等
に
支

障
が
出
て
い
な
い
か
等
、担
任

が
状
況
把
握
に
努
め
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
助
言
も
頂
き
対
応
す

る
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
執
行

も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。令

和
２
年
度
の
出
納
閉
鎖
を
終

え
、執
行
後
の
反
省
を
踏
ま

え
、令
和
４
年
度
の
指
針
を

示
す
始
ま
り
と
考
え
ま
す
。

　

時
勢
を
考
慮
し
、流
れ
を

考
え
、導
い
て
い
く
事
が
大

事
と
考
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
に
部
制
に
編

成
し
、節
約
を
心
掛
け
、町
民

に
安
心
安
全
を
届
け
る
が
た

め
に
変
革
を
し
た
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
財
政
は
、公
債
費
の
増

加
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
町

税
収
入
の
減
収
、公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
な
ど
、山
積

し
た
行
政
課
題
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、将
来

負
担
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

部
課
長
会
議
で
は
、職
員

の
事
務
負
担
の
減
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、紙
で
の
資

料
配
布
の
廃
止
、庁
内
職
員

間
の
通
知
文
書
の
廃
止
や
事

務
見
直
し
を
徐
々
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

行
政
戦
略
会
議
で
は
、横

の
繋
が
り
を
強
化
す
べ
く
、課

題
を
出
し
、改
善
に
向
け
た

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、奈
良
県
と「
緊
急
財

政
健
全
化
計
画
」
の
見
直
し

と
支
援
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、実
効
性
の
あ
る
も
の

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年度における
　　町行政の展望について

質
問

答
弁

①
事
業
者
は
今
年
2
月
、開
発

計
画
の
変
更
申
請
を
許
可
権

者
の
県
に
提
出
す
る
と
同
時

に
山
林
の
伐
採
工
事
を
始
め

た
。変
更
許
可
を
受
け
ず
に
工

事
を
着
工
し
た
こ
と
に
問
題

は
な
い
の
か
。

②
計
画
変
更
で
影
響
を
受
け

る
椿
台
住
民
へ
の
説
明
が
必

要
。町
の
見
解
は
。

③
大
規
模
な
伐
採
に
伴
っ
て

設
置
す
べ
き
防
災
施
設
は
設

置
さ
れ
て
い
た
の
か
。

④
事
業
者
は
防
災
計
画
通
り

施
工
を
し
て
い
た
の
か
。

⑤
申
請
の
虚
偽
部
分（
放
流
水

路
の
流
量
）
の
改
善
は
可
能

か
。

①
変
更
申
請
の
内
容
で
、土
の

切
り
盛
り
が
あ
れ
ば
問
題
だ

が
、樹
木
の
伐
採
は
県
も
問
題

視
し
て
い
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。

②
当
然
、必
要
と
考
え
て
い

る
。県
に
も
意
見
書
を
提
出

し
、事
業
者
へ
も
要
請
し
て
い

る
。

③
樹
木
の
伐
採
だ
け
が
完
了

し
て
、工
事
が
停
止
に
な
り
、

２
カ
所
の
沈
砂
池
だ
け
が
施

工
済
と
い
う
中
途
半
端
な
状

況
に
あ
る
。

④
防
災
対
策
は
不
十
分
。現
状

は
危
険
な
状
態
。

⑤
下
流
域
の
水
路
の
流
下
能

力
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
事

業
地
内
で
そ
れ
に
必
要
な
調

整
池
を
設
置
す
る
の
が
開
発

の
原
則
。当
然
、調
整
池
は
大

き
く
な
る
。町
で
は
規
模
は
承

知
し
て
い
な
い
。
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い
を
持
っ
た
人
も
含
め
、多
数

が
乗
降
す
る
。

②
平
群
駅
は
列
車
行
き
違
い

駅
、脱
線
の
危
険
性
が
あ
る
。

③
王
寺
方
向
に
は
踏
切
を
渡

る
駅
で
危
険
性
が
大
。

④
障
が
い
者
の
乗
降
も
多

い
。

⑤
東
山
駅
は
近
大
病
院
も
あ

り
、配
慮
が
必
要
な
人
の
乗

降
が
多
く
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
も
あ
り
、

機
械
類
の
故
障
も
考
え
ら
れ

る
。

⑥
平
群
駅
・
東
山
駅
は
本
年
４

月
か
ら
自
動
券
売
機
が
１
台

に
減
少
。

答
弁

　

町
内
の
近
鉄
生
駒
線
は
す

で
に
竜
田
川
駅
、元
山
上
口

は
無
人
駅
、そ
の
上
、１０
月
１

日
か
ら
平
群
駅
、東
山
駅
の

２
駅
が
係
員
巡
回
駅
と
な

り
、一
人
の
係
員
が
３
駅
を
巡

回
、車
イ
ス
対
応
な
ど
で
移

動
し
、無
人
と
な
る
時
間
が

作
ら
れ
る
と
の
近
鉄
か
ら
の

報
告
を
聞
い
た
。

　

乗
降
客
減
少
が
理
由
ら
し

い
が
問
題
は
大
き
い
。

①
平
群
駅
は
町
の
顔
、路
線

バ
ス
、コ
ミ
バ
ス
等
の
中
心

駅
、公
共
施
設
も
あ
り
、障
が

質
問 町

内
近
鉄
線
の
駅
員　
　
　

巡
回
配
置
に
つ
い
て

　

こ
の
事
態
に
つ
い
て
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　

事
故
、急
病
等
の
対
応
が

可
能
か
、大
変
憂
慮
す
る
事

態
と
認
識
し
て
い
る
。

　

住
民
の
安
全
、利
便
性
が

守
れ
る
よ
う
に
、近
鉄
へ
関
係

自
治
体
首
長
が
連
名
で
要
望

書
を
提
出
し
た
。

答
弁

　

通
学
や
仕
事
を
し
な
が
ら

家
族
の
介
護
や
世
話
を
日
常

的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
、18
歳

未
満
の
子
ど
も「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」に
つ
い
て
、町
の
相
談

件
数
や
支
援
策
、ま
た
、学
校

で
の
実
態
把
握
と
対
応
策

は
？ 質

問 ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

　

現
在
、平
群
町
へ
の
直
接
の

相
談
は
な
い
が
、奈
良
県
教

育
委
員
会
が
公
立
中
学
第
３

学
年（
約
１
万
５
０
０
人
）及

び
、公
立
高
校（
約
２
万
２
９

０
０
人
）
を
対
象
に
実
態
調

査
を
実
施
さ
れ
、８
月
に
平

群
町
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

考
え
ら
れ
る
生
徒
が
２
件

あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、潜
在
化
し
や
す
い
こ

と
も
有
り
、学
校
や
教
育
委

員
会
と
の
情
報
把
握
に
努
め

る
。

　

相
談
等
あ
っ
た
場
合
の
支

援
策
は
、学
校
等
か
ら
の
情

報
を
共
有
し
、必
要
に
応
じ

て
、福
祉
こ
ど
も
課
や
教
育

委
員
会
、小
中
学
校
の
ほ
か
、

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機

関
で
構
成
す
る
「
平
群
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
で
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

学
校
で
は
、学
業
等
に
支

障
が
出
て
い
な
い
か
等
、担
任

が
状
況
把
握
に
努
め
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
助
言
も
頂
き
対
応
す

る
。

　

令
和
３
年
度
の
予
算
執
行

も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。令

和
２
年
度
の
出
納
閉
鎖
を
終

え
、執
行
後
の
反
省
を
踏
ま

え
、令
和
４
年
度
の
指
針
を

示
す
始
ま
り
と
考
え
ま
す
。

　

時
勢
を
考
慮
し
、流
れ
を

考
え
、導
い
て
い
く
事
が
大

事
と
考
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
に
部
制
に
編

成
し
、節
約
を
心
掛
け
、町
民

に
安
心
安
全
を
届
け
る
が
た

め
に
変
革
を
し
た
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
財
政
は
、公
債
費
の
増

加
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
町

税
収
入
の
減
収
、公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
な
ど
、山
積

し
た
行
政
課
題
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、将
来

負
担
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
重
要
な
こ
と
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

部
課
長
会
議
で
は
、職
員

の
事
務
負
担
の
減
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、紙
で
の
資

料
配
布
の
廃
止
、庁
内
職
員

間
の
通
知
文
書
の
廃
止
や
事

務
見
直
し
を
徐
々
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

行
政
戦
略
会
議
で
は
、横

の
繋
が
り
を
強
化
す
べ
く
、課

題
を
出
し
、改
善
に
向
け
た

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、奈
良
県
と「
緊
急
財

政
健
全
化
計
画
」
の
見
直
し

と
支
援
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、実
効
性
の
あ
る
も
の

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年度における
　　町行政の展望について

質
問

答
弁

①
事
業
者
は
今
年
2
月
、開
発

計
画
の
変
更
申
請
を
許
可
権

者
の
県
に
提
出
す
る
と
同
時

に
山
林
の
伐
採
工
事
を
始
め

た
。変
更
許
可
を
受
け
ず
に
工

事
を
着
工
し
た
こ
と
に
問
題

は
な
い
の
か
。

②
計
画
変
更
で
影
響
を
受
け

る
椿
台
住
民
へ
の
説
明
が
必

要
。町
の
見
解
は
。

③
大
規
模
な
伐
採
に
伴
っ
て

設
置
す
べ
き
防
災
施
設
は
設

置
さ
れ
て
い
た
の
か
。

④
事
業
者
は
防
災
計
画
通
り

施
工
を
し
て
い
た
の
か
。

⑤
申
請
の
虚
偽
部
分（
放
流
水

路
の
流
量
）
の
改
善
は
可
能

か
。

①
変
更
申
請
の
内
容
で
、土
の

切
り
盛
り
が
あ
れ
ば
問
題
だ

が
、樹
木
の
伐
採
は
県
も
問
題

視
し
て
い
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。

②
当
然
、必
要
と
考
え
て
い

る
。県
に
も
意
見
書
を
提
出

し
、事
業
者
へ
も
要
請
し
て
い

る
。

③
樹
木
の
伐
採
だ
け
が
完
了

し
て
、工
事
が
停
止
に
な
り
、

２
カ
所
の
沈
砂
池
だ
け
が
施

工
済
と
い
う
中
途
半
端
な
状

況
に
あ
る
。

④
防
災
対
策
は
不
十
分
。現
状

は
危
険
な
状
態
。

⑤
下
流
域
の
水
路
の
流
下
能

力
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
事

業
地
内
で
そ
れ
に
必
要
な
調

整
池
を
設
置
す
る
の
が
開
発

の
原
則
。当
然
、調
整
池
は
大

き
く
な
る
。町
で
は
規
模
は
承

知
し
て
い
な
い
。
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答
弁

　

町
は
ご
み
減
量
に
有
効
だ

と
し
て
Ｈ
25
年
10
月
か
ら
可

燃
ご
み
の
有
料
化
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。し
か
し
Ｈ
29
年

度
以
降
は
前
年
度
を
上
回
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。特
に
Ｈ

30
年
度
（
目
標
値
３
０
５
０

ｔ
：
実
績
３
２
８
６
ｔ
）
、Ｒ

元
年
度（
３
０
５
０
ｔ
：
３
４

３
４
ｔ
）、２
年
度（
３
０
５
０

ｔ
：
３
５
９
９
ｔ
）と
乖
離
が

広
が
っ
て
い
る
。こ
の
現
状
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
、ま

た
３
年
度
は
目
標
値
を
３
２

５
０
ｔ
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、

質
問 ご

み
減
量
対
策
に
つ
い
て

減
量
と
逆
行
す
る
処
理
計
画

と
な
っ
て
い
る
。ご
み
の
減
量

に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
持
っ

て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

　

総
合
的
な
ご
み
減
量
対
策

を
行
政
が
持
ち
、住
民
へ
の
理

解
と
協
力
を
得
て
減
量
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。近
々
に
総
合
的
な
減
量

対
策
の
計
画
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

有
料
化
に
よ
る
減
量
意
識

が
次
の
減
量
対
策
を
行
え
な

い
ま
ま
５
年
が
経
過
し
減
量

意
識
が
薄
れ
た
と
考
え
る
。

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
は
、以

前
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
生

ご
み
等
の
堆
肥
化
や
そ
の
他

方
策
を
検
討
す
る
が
、収
集

体
制
や
設
備
の
費
用
、新
た

な
人
員
配
置
等
考
え
る
と
財

政
が
厳
し
く
新
た
な
方
策
の

打
ち
出
し
が
困
難
で
あ
る
。

　

総
合
的
な
減
量
対
策
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　

平
群
町
で
大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
が
次
々
と
参
入
し

て
い
る
。

　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
葉
台
北

側
、若
葉
台
西
側
の
約
２
メ
ガ

ワ
ッ
ト
の
発
電
が
こ
の
９
月

頃
、開
始
さ
れ
る
予
定
。
ま

た
、櫟
原
の
広
域
農
道
北
西

側
で
は
、そ
の
10
数
倍
の
メ
ガ

ワ
ッ
ト
発
電
事
業
が
、森
林
の

伐
採
後
、危
険
な
状
態
の
ま

ま
、県
へ
の
虚
偽
申
請
に
よ
り

事
業
が
停
止
し
て
い
る
。

　

平
群
町
と
し
て
も
不
正
な

太
陽
光
発
電
事
業
に
は
厳
し

く
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
に

　
　
　

関
す
る
条
例
の
制
定
を

そ
の
た
め
に
は
、今
あ
る
要
綱

で
は
弱
く
、罰
則
を
伴
う
条

例
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
。

　

今
議
会
に
合
わ
せ
て
、私

独
自
で
条
例
案
を
作
成
し

た
。時
期
的
に
急
ぐ
必
要
が

あ
り
、議
員
発
議
で
条
例
制

定
を
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

町
長
を
は
じ
め
、職
員
、議
員

の
方
々
の
御
意
見
を
頂
戴
し
、

行
政
と
一
緒
に
、よ
り
良
い
条

例
を
作
る
方
向
で
検
討
し
、

発
議
を
取
り
や
め
た
。

　

県
が
作
成
予
定
で
あ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、で
き

る
限
り
速
や
か
に
条
例
の
制

定
を
お
願
い
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
形
が
相
応
し
い

の
か
議
論
し
、速
や
か
に
条
例

制
定
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。

　

本
町
の
新
生
児
は
、令
和

２
年
72
人
、元
年
80
人
、平
成

30
年
92
人
、29
年
84
人
、28
年

93
人
、27
年
１
０
５
人
、26
年

74
人
と
、ほ
ぼ
、こ
こ
10
年
１

０
０
人
を
切
っ
て
お
り
、昨
年

は
初
め
て
80
人
を
切
り
72
人

で
し
た
。ま
た
転
入
を
加
え

た
年
少
人
口
は
、０
歳
児
は
77

人
、１
歳
児
は
94
人
、２
歳
児

は
１
０
３
人
、３
歳
児
は
１
１

７
人
、４
歳
児
は
１
１
６
人
、

５
歳
児
は
１
３
７
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
状
況
で
は
、小
学
校
１

ク
ラ
ス
児
童
35
人
学
級
と
す

る
と
、１
学
年
３
ク
ラ
ス
あ
れ

ば
十
分
足
り
る
訳
で
、中
学

校
も
同
様
で
、令
和
２
年
の

人
口
は
77
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、場
合
に
よ
っ
て
は
２
ク
ラ

ス
で
良
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、町
は
出
生
者
や

年
少
人
口
の
減
少
を
ど
の
様

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。そ
れ

に
伴
い
、小
中
学
校
の
あ
る
べ

き
姿
を
示
す
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

①
令
和
３
年
以
降
も
、出
生

者
や
年
少
人
口
と
も
減
少
が

続
き
、人
口
減
少
対
策
は
喫

緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

②
よ
り
良
い
教
育
、よ
り
良

い
教
育
環
境
の
整
備
を
基
本

に
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
注

視
し
な
が
ら
、学
校
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
、小
中
学
校
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

出生者の減少による
　　小中学校のあるべき姿

質
問

答
弁

　

将
来
の
平
群
町
発
展
が
か

か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
い
、（
仮
称
）東
西
線
道

路
建
設
事
業
は
、平
群
町
の

事
業
で
は
な
く
奈
良
県
の
事

業
で
あ
り
ま
す
。私
は
Ｈ
６
年

か
ら
17
回
に
わ
た
っ
て
一
般
質

問
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ｈ
29
年
度
か
ら
は
、広
域
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、郡
山
土
木
協
議
会

（
大
和
郡
山
市
・
生
駒
市
・
平

群
町
・
三
郷
町
・
斑
鳩
町
・
安

堵
町
）の
統
一
課
題
と
し
て
、県

に
毎
年
要
望
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
も
７
月
28
日
に
郡
山

土
木
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、昨
年
９
月
議
会
に

町
長
は
、町
に
と
っ
て
は
重
要

な
道
路
と
認
識
し
て
い
ま
す
、

実
現
に
向
け
関
係
課
及
び
関

係
人
に
要
請
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
経
過
を
報
告
下
さ
い
。

　

８
月
30
日
に
郡
山
土
木
事

務
所
長
が
訪
町
さ
れ
た
。県

は
大
規
模
な
新
規
事
業
で
も

あ
り
、ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に

高
い
事
業
で
あ
る
と
の
回
答

で
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
引

き
続
き
、郡
山
土
木
協
議
会

を
通
じ
て
積
極
的
な
取
り
組

み
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。町
長
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、建
設
実
現
に

向
け
た
要
望
活
動
等
、努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

矢田山に
　（仮称）東西線道路を

質
問

答
弁
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答
弁

　

町
は
ご
み
減
量
に
有
効
だ

と
し
て
Ｈ
25
年
10
月
か
ら
可

燃
ご
み
の
有
料
化
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。し
か
し
Ｈ
29
年

度
以
降
は
前
年
度
を
上
回
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。特
に
Ｈ

30
年
度
（
目
標
値
３
０
５
０

ｔ
：
実
績
３
２
８
６
ｔ
）
、Ｒ

元
年
度（
３
０
５
０
ｔ
：
３
４

３
４
ｔ
）、２
年
度（
３
０
５
０

ｔ
：
３
５
９
９
ｔ
）と
乖
離
が

広
が
っ
て
い
る
。こ
の
現
状
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
、ま

た
３
年
度
は
目
標
値
を
３
２

５
０
ｔ
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、

質
問 ご

み
減
量
対
策
に
つ
い
て

減
量
と
逆
行
す
る
処
理
計
画

と
な
っ
て
い
る
。ご
み
の
減
量

に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
持
っ

て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

　

総
合
的
な
ご
み
減
量
対
策

を
行
政
が
持
ち
、住
民
へ
の
理

解
と
協
力
を
得
て
減
量
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。近
々
に
総
合
的
な
減
量

対
策
の
計
画
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

有
料
化
に
よ
る
減
量
意
識

が
次
の
減
量
対
策
を
行
え
な

い
ま
ま
５
年
が
経
過
し
減
量

意
識
が
薄
れ
た
と
考
え
る
。

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
は
、以

前
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
生

ご
み
等
の
堆
肥
化
や
そ
の
他

方
策
を
検
討
す
る
が
、収
集

体
制
や
設
備
の
費
用
、新
た

な
人
員
配
置
等
考
え
る
と
財

政
が
厳
し
く
新
た
な
方
策
の

打
ち
出
し
が
困
難
で
あ
る
。

　

総
合
的
な
減
量
対
策
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　

平
群
町
で
大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
が
次
々
と
参
入
し

て
い
る
。

　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
葉
台
北

側
、若
葉
台
西
側
の
約
２
メ
ガ

ワ
ッ
ト
の
発
電
が
こ
の
９
月

頃
、開
始
さ
れ
る
予
定
。
ま

た
、櫟
原
の
広
域
農
道
北
西

側
で
は
、そ
の
10
数
倍
の
メ
ガ

ワ
ッ
ト
発
電
事
業
が
、森
林
の

伐
採
後
、危
険
な
状
態
の
ま

ま
、県
へ
の
虚
偽
申
請
に
よ
り

事
業
が
停
止
し
て
い
る
。

　

平
群
町
と
し
て
も
不
正
な

太
陽
光
発
電
事
業
に
は
厳
し

く
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
に

　
　
　

関
す
る
条
例
の
制
定
を

そ
の
た
め
に
は
、今
あ
る
要
綱

で
は
弱
く
、罰
則
を
伴
う
条

例
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
。

　

今
議
会
に
合
わ
せ
て
、私

独
自
で
条
例
案
を
作
成
し

た
。時
期
的
に
急
ぐ
必
要
が

あ
り
、議
員
発
議
で
条
例
制

定
を
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

町
長
を
は
じ
め
、職
員
、議
員

の
方
々
の
御
意
見
を
頂
戴
し
、

行
政
と
一
緒
に
、よ
り
良
い
条

例
を
作
る
方
向
で
検
討
し
、

発
議
を
取
り
や
め
た
。

　

県
が
作
成
予
定
で
あ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、で
き

る
限
り
速
や
か
に
条
例
の
制

定
を
お
願
い
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
形
が
相
応
し
い

の
か
議
論
し
、速
や
か
に
条
例

制
定
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。

　

本
町
の
新
生
児
は
、令
和

２
年
72
人
、元
年
80
人
、平
成

30
年
92
人
、29
年
84
人
、28
年

93
人
、27
年
１
０
５
人
、26
年

74
人
と
、ほ
ぼ
、こ
こ
10
年
１

０
０
人
を
切
っ
て
お
り
、昨
年

は
初
め
て
80
人
を
切
り
72
人

で
し
た
。ま
た
転
入
を
加
え

た
年
少
人
口
は
、０
歳
児
は
77

人
、１
歳
児
は
94
人
、２
歳
児

は
１
０
３
人
、３
歳
児
は
１
１

７
人
、４
歳
児
は
１
１
６
人
、

５
歳
児
は
１
３
７
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
状
況
で
は
、小
学
校
１

ク
ラ
ス
児
童
35
人
学
級
と
す

る
と
、１
学
年
３
ク
ラ
ス
あ
れ

ば
十
分
足
り
る
訳
で
、中
学

校
も
同
様
で
、令
和
２
年
の

人
口
は
77
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、場
合
に
よ
っ
て
は
２
ク
ラ

ス
で
良
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、町
は
出
生
者
や

年
少
人
口
の
減
少
を
ど
の
様

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。そ
れ

に
伴
い
、小
中
学
校
の
あ
る
べ

き
姿
を
示
す
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

①
令
和
３
年
以
降
も
、出
生

者
や
年
少
人
口
と
も
減
少
が

続
き
、人
口
減
少
対
策
は
喫

緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

②
よ
り
良
い
教
育
、よ
り
良

い
教
育
環
境
の
整
備
を
基
本

に
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
注

視
し
な
が
ら
、学
校
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
、小
中
学
校
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

出生者の減少による
　　小中学校のあるべき姿

質
問

答
弁

　

将
来
の
平
群
町
発
展
が
か

か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
な
い
、（
仮
称
）東
西
線
道

路
建
設
事
業
は
、平
群
町
の

事
業
で
は
な
く
奈
良
県
の
事

業
で
あ
り
ま
す
。私
は
Ｈ
６
年

か
ら
17
回
に
わ
た
っ
て
一
般
質

問
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ｈ
29
年
度
か
ら
は
、広
域
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、郡
山
土
木
協
議
会

（
大
和
郡
山
市
・
生
駒
市
・
平

群
町
・
三
郷
町
・
斑
鳩
町
・
安

堵
町
）の
統
一
課
題
と
し
て
、県

に
毎
年
要
望
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
も
７
月
28
日
に
郡
山

土
木
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、昨
年
９
月
議
会
に

町
長
は
、町
に
と
っ
て
は
重
要

な
道
路
と
認
識
し
て
い
ま
す
、

実
現
に
向
け
関
係
課
及
び
関

係
人
に
要
請
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
経
過
を
報
告
下
さ
い
。

　

８
月
30
日
に
郡
山
土
木
事

務
所
長
が
訪
町
さ
れ
た
。県

は
大
規
模
な
新
規
事
業
で
も

あ
り
、ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に

高
い
事
業
で
あ
る
と
の
回
答

で
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
引

き
続
き
、郡
山
土
木
協
議
会

を
通
じ
て
積
極
的
な
取
り
組

み
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。町
長
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、建
設
実
現
に

向
け
た
要
望
活
動
等
、努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

矢田山に
　（仮称）東西線道路を

質
問

答
弁
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編
集
後
記

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ

た
り
、多
く
の
皆
さ
ま
は
不

要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
、

テ
レ
ビ
越
し
に
応
援
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
の
中
で
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、数
々
の
ウ
ル

ト
ラ
Ｃ
を
決
め
て
い
る
体

操
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、内
村

選
手
の
予
選
敗
退
。

「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」
と

は
、ま
さ
に
こ
の
こ
と
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

主
に
令
和
2
年
度
平
群
町
一

般
会
計
決
算
、
各
特
別
会

計
・
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
は
、2
年
連

続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

町
行
政
の
内
部
努
力
や
、町

民
の
皆
さ
ま
が
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
貢
献
し

て
頂
い
た
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
11
月
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いっぱい・およいでいる～

　平群町菊美台在住の清水正和さん（68）の作品「いっぱい・およいでいる～」
が、第43回よみうり写真大賞（読売新聞社主催）「マイベストフォト部門第3
期」入選に輝きました。清水さんは2年前に菊美台自治会長を務められ、つい
先日も菊美台集会所で開催された写真展に参加されるなど、日常の地域コミュ
ニティー向上に積極的に取り組まれています。この作品に寄せた清水さんのコ
メントです。

◇　　　◆　　　◇
　竜田川まほろば遊歩道の鯉のぼりは、ご年配の方や子供さんが散歩をしな
がら楽しめて、とても心がほっこりする地元平群の大好きな撮影ポイントです。
毎年撮影に訪れていますが、その環境整備にご尽力されている「竜田川まほろ
ば遊歩道」推進の会、主催関係者の皆さまにも感謝しています。
　スナップ写真が好みで日常的な光景を被写体に選んでいます。この作品は夕
陽を背景にシルエットで切り取りました。このように人が写り込むことで、様々
なストーリーが想像できてとても楽しいです。また、近鉄生駒線の車窓からも
鯉のぼりと竜田川とのコラボレーションが楽しめることもあり、今回の入選で
町外や県外の方々に向けた観光情報の発信になればと思っています。
　「定年後の趣味として始めて約10年。初めての応募で入選となったこと、自
分の好きな写真が評価されたことはとても嬉しい」と、喜びの声もいただきま
した。　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本 記

お
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◇
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◇　
◇
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昨
年
度
に
引
き
続
き
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型
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
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感
染
症
の
影
響
を
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慮
し
、中
止
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
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